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前号でご紹介したソラヤに続く、ビリーボーイの新作ティーンエ

ビリーボーイのニューモデル
イーディーとズゥーリィ D01l FOmU聞
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CONTENIS

●インフォメーショ

●近況報告

● Review展覧会より

石井美千子・・

佐々本悦子 。中

かぐや姫の会・

岩切ドール教室・

C)Coming on the SCene

大八木由紀子

●人形気分 第1回  5

●人形つれづれ 第7回 文・
●大島和代の世界

文・ソランジュ・スト

●レポート・日米ドールアート

イジ・ガールドール。全身ハンドメイドのポー

セレン製限定品。シックでグルービーな
ファッションと共に70年代のヴォーグ・スタ
イルを反映している。イーディは東洋文化を

勉強する学生で趣味はエレキギター、ズゥー

リィはアフロ。ヨーロピアンでアフリカ文化
を研究しながらモデルをつとめるという設定。
25cm。 今秋より発売開始。

問合せ :エス・ダブリュー 。ジャパン

東京都世田谷区三宿 1-28-4
803-5481-2025  fax103-3419-8606

岩切克樹、映幹子両氏の初の写真集。

テーマは「KIDS(こ ども)」。"木陰で読書す
る少女と森の妖精'' ''野球をするこども達"
"黒いドレスの少女"他。貴重な初期作品
から最新のものまでを収録。コンパクトサイ

ズで贈り物にも最適。

全 64頁 (オールカラー)定価 1700円 (本
体 1650円 )
11月 下旬より全国主要大型書店で発売予定。

問合せ :(株)同文書院
8  03-3812-7777

◆人形の風展 `95

12月 14日 ～23日 (12:00～ 19:00*最終日17時まで会期中無休)

大学堂ギャラリー 大阪市中央区心斎橋筋 1-5-18大学堂3F
te1 06-243-9151出 品作家 :粕川雅子 (埼玉)、 原明代 (大阪)、 紀野

美代子 (大阪)、 福田朝子 (埼玉)、 京谷安子 (大阪)、 水無川リナ (大

阪)、 河野滋子 (奈良)、 宮崎淑子 (奈良)、 小松靖治 (埼玉)、 森小夜子

(京都)、 たがわまさき (大阪)、 山下加代子 (大阪)、 永嶋すみ子 (大阪)、

山下沙衣 (大阪)、 林喜代志 (愛媛)

*大阪で行われる恒例の創作人形展としては最大規模

◆加藤弘子個展 (写真)

96`年11/30～ 2/5 (11:00^‐■9

ギャラリー・ ドゥ。シャルム

東京 。銀座東芝ビル地下 lF
te1 03-3571-7688

*球体抱き人形、ポーズ人形、創作文楽人形など23

出品 姉の仏像作品も賛助出品
◆ Bee&山下真智子二人展
96年 2月 25日 ～3月 2日

ピガ原宿画廊 (同潤会アパー ト/東京原宿 )

te1 03-5411-1428

*関節人形、オブジェなど

野律子・佐々

中西京子・森小夜子

奈里多究星・林純子・アトリエアイドール

(0)ト ビックス

● LETTERS

DFJワークショップ報告

編集後記

16

17～19

20～21

22

23

費とユーラ

により運営されています。

*営利目的のお問合せ

たがわまさ
=

21・ 3

4

5～7

岩切夫妻の写真集発刊

岩切克樹&映幹子作品集「KIDS」

ドール・フォーラムー|ィャパン

1995年 111月 2141日
ドール・フォーラム・ジキ

'｀'曇

務局発行
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ドール・パーティ・イン・カンサイ
関西地区の人形作家&ファン集まれ !

(も ちろん他の地域もOK)
楽しくておいしい人形展 大阪 。京都に
て同時開催
今号表紙に登場のたがわまさき氏の居酒
屋ギャラリー「済花舎」(ゆ うけや)と昔
人形館青山による企画。2月 5日 から25
日まで済花舎と昔人形館青山で自作を展
示しませんか?(各会場 2体まで)
2月 11日 にはドールアートを肴に「済
花舎」で ,気軽においしいお酒、料理、お

|

しゃべりを楽しみましょう。DFJ編集
長の小川千恵子も参加予定。
◆人形展期間 2/5～ 25
会場 昔人形館青山・済花舎 (出品料無料・販売手数料 20%)
◆パーティ 2月 11日 (日 )14:00～ 18:00 済花舎にて
参加費一万円 (要予約・先着順に締め切ります)
問合せ :昔人形館 青山 京都市北区小山東大野町69
8075-415-1477(午 後 1時～ 7時 。無休)

サンタフェ・ ドールアート
ー人 形 美 の祭 典 ―

1996年 4月 18日 ～21日
今年から始まったドール・アーティストによ
る大会。来年度は「エクセレンスのシンポジ
ウム」をテーマに今年より規模を拡大して開
催される。3日 間の日程中、講義、講習会、コ
ンテスト、パーティ、 ドールショー等が行わ
れ、DFJ編集長の小川千恵子も日本の作家
と活動、市場について講義をする。講習会は
人気作家のモニカ、リンダ。メイソンなど。

◆DFJッアープラン (7泊 8日 )4/16成

田発サンフランシスコ (予定)自由行動
2泊 /18日 よリサンタフェヘ移動、ドール・アートに参加/22日
現地発/23日 帰国 /費用約 17万円 (飛行機・ホテル・ドールアー
ト基本参加費のみ含む)添乗員は同行しませんが、小川が同行し
ます。
コンテストや講習会などに参加される方は別途登録料が必要です。
申込締切 :1月 末日 間合せ 。申込 :DFJ事務局

慶講 習会

DFJワ ークショップ
「サーニット集中講習会」
好評につき、再度実施します。今回は手、足
をつくる中級クラスもあります。
1月 14日 (日 )10時～16時 初級クラス
「顔の作り方」
1月 15日 (月 )10時～16時 中級クラス
「手 。足の作り方」
講師 黒川早恵美 会場 :ミ ワ・ ドールエ
房 (東京都世田谷区砧 2-17-7 Eスペー
ス4F)
*中級クラスの方は初級クラスの講習を終えられた方が対象です。
22ページのワークショップの報告も併せてご覧下さい。
各日10名まで (先着順締め切)。 受講料 12000円 (材料費別)
問い合せ。DFJ事務局、またはミワ・ドール (803-3415-3819)

●その他

D FJ写 真展 (荒木野馬写真展)
東京・水道橋にあるアテネ。フランセで開かれる 3度 目のDFJ
写真展。今回は荒木野馬さんの

作品が紹介されます。
11/15(水 )～ 12/12(火 )(10100～ 20:00)日・祭日休み
アテネ。フランセ

東京都千代田区神田駿河台 2-11 地下 1階学生ホール (JR
お茶の水駅または水道橋駅より徒歩 7分 )

麟1展覧会
アートギヤラリー せ 。ら～る
〒151 東京都渋谷区千駄ヶ谷3-52-3 黒川ビル 3F
803-3478-5230 (無 休 12:00～ 20:00)
12/12～ 12/20人 形グループ「クリスマスあそび」展
`96 2/12～ 18 石塚亜希子人形個展
3/17～ 24 渡辺朋人形個展
4/2～15 吉田良一教室展 (前 。後期)

昔人形館青山 Klギャラ リー
〒603 京都市北区北大路室町南入ル小山東大野町69番地
1:,075-415-1477

11/25～ 12/5 飯塚誠太郎 創作人形展「清雅」(*写真)
12/6～ 14 河野滋子 創作人形展
12/16～ 12/25 白藤千枝 創作人形展
・96 1/11～ 1/25 水澄美恵子創作人形展
2/5～ 2/25 ドールパーティインカンサイ (with大 阪ゆうけや)
2/17～2/18 小松靖治 ちりめん細工教室
*ア ピールボックス

11/1～ 1/31 村上初子 。杉本真理子 。たがわまさき
2/1～ 4/30 山口景子・菊池さなえ。大槻和子
0「昔人形青山ギャラリーKl」 &「創作人形アピールボックス」た

だ今予約受付中 (使用料無料)き さやかなスペースですが、ご自由
にお使い下さい。

個展・グループ晨

0バンボーラ高橋節子創作の世界
(第 1部)11/29～ 12/5*従来の代表
作品に加え、中近東の華やいだ衣装の中

に民族の歴史の重みを表現した作品など

人形の世界

(第 2部)高橋節子と 12人展 12/6～
12/12

*高橋節子と門下生12人の作品を展示、

クリスマスの人形も展示

西武池袋店 5階  スタジオ 5
東京都豊島区南池袋 1-28-l TEL03-3981-1111

◆吉田良―個展

従来作品に加え新作数点を展示

12/4～ 16 (10:30～ 18:00)

青山ギャラリー アメリア港区青山6-13-26 Aポイント2F
te1 03-3400-3663  (10:30^‐ 18:00)

鬱昔人形 コレクシ ョン `95名古屋展
12/8^‐ 10  (10:00～18:00)

中京画廊名古屋市中区栄3-4-20 te1052-241-4008
*ア ピールボックス 佐々文子、斎藤志保、三井朱実

鶉動囲彊爾吻魃屁塚黎鱚厄国囲
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近況報告

媚薬売り

(石塑

ズッケロの口上

人形約 60cm)

藤井路以
今年春に終了したNIIK教育テレビの「マホマホだいぼうけん」で

人形美術を担当した藤井さんは、続いてこの 11月 に放映された

NHK人形 ドラマ「川辺のなかまたち」(グレアム作)を担当した。
多忙な中、じっくりと人形作りをしたいという希望を持ち続けて

いる。
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REVIEW
展覧会より

森小夜子

石井美千子

大八木由紀子

小林三千子 (かぐや姫の会)
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石
井

美

千

子

昭
和
の
子
供
た
ち
　
石
井
美
千
子
人

形
展
大
阪

・
阪
神
百
貨
店

八
月
十
日
～
十
八
日

昭
和
三
十
年
代
の
ぬ
く
も
り
と
活

力
に
溢
れ
た
人
々
の
暮
ら
し
を
テ
ー

マ
と
す
る
石
井
美
千
子
さ
ん
の
集
大

成
で
あ
る
。
四
二
タ
イ
ト
ル
、
百
六

十
体
の
人
形
た
ち
が
、
当
時
の
様
子

を
伝
え
る
新
聞
、
映
画
ポ
ス
タ
ー
、

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｆ
や
、
五
十
嵐
八
十
男
氏

の
写
真
等
で
、
ジ
オ
ラ
マ
風
に
展
示

さ
れ
て
お
り
、
い
つ
も
の
人
形
展
に

は
な
い
規
模
の
大
き
さ
に
、
最
初
は

戸
惑
う
。

「原

っ
ぱ
」
「行
商
」
「紙

芝
居
」
等
の
コ
ー
ナ
ー
の
中
で
も
圧

巻
は
、
今
回
の
展
示
の
た
め
に
制
作

に
五
年
を
費
や
し
た
と
い
う

「嫁
ぐ

日
」
で
、
質
素
な
暮
ら
し
の
中
か
ら

花
嫁
を
送
り
出
す
喜
び
が
、
見
送
る

大
勢

の
人
形
た
ち
と
伝
わ

っ
て
く

る
。
異
色
な
作
品
と
し
て
は

「街
娼

の
む
れ
」
が
、
善
意
の
表
情
と
も
い

え
る
他
の
多
数
の
人
形
た
ち
の
中
に

あ

っ
て
、
そ
の
ふ
て
く
さ
れ
た
す

れ
っ
か
ら
し
の
顔
つ
き
で
、
一
針
の

毒
と
も
い
っ
た
新
鮮
さ
を
持
ち
、
今

後
の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
た
。

出
品
さ
れ
た
桐
塑
人
形
の
説
明
中

「胡
粉
に
自
信
が
も
て
ず
、
和
紙
を

張

っ
た
ら
温
か
み
が
出
た
」
と
の
素

直
な
言
葉
も
好
感
だ

っ
た
が
、
時
代

設
定
と
は
別
の
意
味
で
、
い
づ
れ
の

人
形
も
滑
ら
か
に
垢
抜
け
て
い
て
、

ま
さ
し
く

「今
」
を
生
き
る
作
家
の

作
品
で
あ
る
こ
と
を
伺
わ
せ
て
く
れ

る
。戦
後
五
十
年
目
の
八
月
と
い
う
タ

イ
ム
リ
ー
な
開
催
で
、
普
段
の
人
形

展
に
は
見
ら
れ
な
い
顔
ぶ
れ
の
参
観

者
で
会
場
は
賑
わ
っ
て
い
た
。
テ
ー

マ
が
普
遍
的
で
大
き
な
分
、
単
な
る

説
明
手
段
と
し
て
の
人
形
に
見
過
ご

さ
れ
て
し
ま
う
危
惧
も
あ
る
が
、
思

い
か
け
ず
に
作
者
の
個
性
に
触
れ
新

た
な
人
形
フ
ア
ン
誕
生
の
き
っ
か
け

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
広
く
人

形
と
接
し
て
も
ら
う
機
会
と
と
ら
え

れ
ば
最
初
の
戸
惑
い
も
納
得
で
き

る
。
（Ａ
）

水

澄

美
恵

子

江
戸
庶
民
さ
て
さ
て
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
旬

（東
京

・
広
尾
）

八
月
二
日
～
二
八
日

通
常
、
水
澄
さ
ん
の
作
品
と
い
う

と
、
静
か
だ
が
見
る
も
の
の
心
の
奥

を
刺
す
よ
う
な
独
得
の
表
情
の
関
節

人
形
を
連
想
す
る
が
、
今
回
は
本
人

も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
作
っ
た
と
い
う

よ
う
に
粋
で
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
江
戸
庶

民
の
生
活
ぶ
り
が
伺
え
る
小
品
で
ま

と
め
ら
れ
た
。
作
品
は
全
て
ポ
ー
ズ

人
形
で
１５
～
２５
セ
ン
チ
く
ら
い
。
大

工
や
女
中
、
番
頭
、
職
人
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
職
業
の
人
物
の
ポ
ー
ズ
は
表

情
豊
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
形
の
胸

の
内
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。

こ
う
い
う
人
形
は
苦
に
な
ら
ず
、
楽

し
み
な
が
ら
手
早
く
で
き
て
し
ま
う

と
の
こ
と
だ
が
、
湧
き
水
の
ご
と
く

溢
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る

ユ
ー
モ
ア
と
ア
イ
デ
ア
に
、
従
来
の

水
澄
観
の
修
正
を
迫
ら
れ
た
。
伝
統

工
芸
品
と
現
代
感
覚
が
上
品
に
調
和

し
た
和
風
の
空
間
で
、
古
裂
の
柄
あ

わ
せ
を
見
る
だ
け
で
も
楽
し
い
縮
緬

張
り
の
人
形
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
瞬
間
に
息
づ
い
て
い
た
。

（○
）

第
二

一
回
Ｕ
Ａ
Ｌ
美
術
展

東
京
都
美
術
館

八
月
二
二
日
～
三
〇
日

年
に
一
度
ユ
ネ
ス
コ
美
術
教
育
連

盟
の
主
催
で
開
か
れ
る
在
日
外
国
人

芸
術
家
と
日
本
人
芸
術
家
の
合
同

展
。
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
な
い
無
審
査

の
自
由
な
展
覧
会
で
あ
る
。
人
形
作

家
も
例
年
よ
り
多
数
の
参
加
が
あ
っ

た
。
ユ
ニ
ー
ク
な
造
形
で
親
し
ま
れ

る
黒
沢
正
子
さ
ん
の
革
人
形
は
「傘

を
ど
う
ぞ
」
（写
真
）
「落
ち
ち
や
っ

た
」
等
の
カ
ラ
フ
ル
で
現
代
的
な
雷

小
僧
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
従
来
の
抽
象

的
な
テ
ー
マ
の
作
品
と
は
異
な
る
コ

ミ
カ
ル
な
内
容
で
、
好
評
を
博
し
て

い
た
。
ジ
ャ
ン
ル
や
レ
ベ
ル
が
交
錯

す
る
展
覧
会
で
創
作
人
形
を
見
る
の

は
面
白
い
が
、
こ
の
よ
う
な
展
覧
会

で
は
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
と
並
ぶ
だ
け

に
独
創
性
や
世
界
の
広
が
り
を
よ
り

望
み
た
い
。
人
形
関
係
の
参
加
作
家

は

‥
赤
川
ボ
ン
ズ
政
由
、
さ
と
う
そ

の
子
、
黒
沢
正
子
、
稲
辺
智
津
子
、

す
ず
き
す
ず
よ
、
菅
沼
有
美
子
、
榎

本
恵
美
、
大
槻
和
子
、
山
田
富
子
、

坂
井
篤
子
、
早
川
淳
子

（敬
称
略
）
。

佐

々
木
悦
子

創
作
布
吊

（ふ
う
め
ん
）
ド
ー
ル
作

品
展
横
浜
人
形
の
家

八
月
二
九
日
～
九
月
三
日

布
の
人
形
を
作
る
人
に
は
、
ま
ず

自
分
が
楽
し
ん
で
作
る
と
い
う
共
通

項
が
あ
る
ら
し
い
。
上
手
く
見
せ
よ

う
と
い
う
気
遣
い
よ
り
も
、
作
者
の

人
形
に
対
す
る
慈
し
み
が
形
に
な

る
。
布
吊

（ふ
う
め
ん
）
と
い
う
言

葉
も
、
布
だ
け
で
の
造
形
は
難
し
い

と
い
い
な
が
ら
布
と
綿
で
作
る
こ
と

に
こ
だ
わ
っ
た
佐
々
木
さ
ん
の
造
語

で
あ
る
。
会
場
に
は
群
像
を
中
心
に

佐
々
木
さ
ん
の
十
作
品
に
教
室
の
生

徒
十
人
の
作
品
が
出
品
さ
れ
た
。

佐
々
木
さ
ん
の
作
品
に
は
そ
れ
ぞ
れ

に
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
が

あ
る
が
、
昨
年
の
大
統
領
選
挙
で
の

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
黒
人
の
子
供

達
を
描
い
た

「僕
た
ち
に
も
未
来

が
」
の
よ
う
な
社
会
的
な
テ
ー
マ
に

も
挑
戦
す
る
。
一
つ
と
し
て
同
じ
人

形
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
表
情
が
あ

る
。
今
回
出
品
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

試
合
に
負
け
た
子
供
の
様
々
な
表
情

が
秀
逸
の

「サ
ッ
カ
ー
」
を
こ
こ
で

は
紹
介
し
た
い
。
（○
）

中
野
律
子

ク
レ
イ
・
ド
ー
ル
展

立
川
高
島
屋
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
プ
エ

房

（東
京
）

八
月
二

一
日
～
九
月

一
二
日

て
い
る
か
に
見
え
た
。
　
仲
の
良
い

老
夫
婦
、
木
立
の
中
を
遊
ぶ
冬
の
精

の
子
供
達
、
今
時
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ

ブ
ル
な
少
女
達
の
群
像
、
と
作
品
の

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
も
富
み
、
こ
れ
か

ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
（Ｌ
）

童
話
の
世
界
の
シ
ー
ン
や
抱
き
人

形
を
創
作
し
続
け
て
き
た
中
野
さ
ん

が
、
今
回
は
は
じ
め
て
ド
ー
ル
ハ
ウ

ス
に
挑
戦
、
七
十
点
を
展
示
し
た
。

マ
イ
ル
ー
ム
と
称
す
る
異
な
る
タ
イ

プ
の
部
屋
の
セ
ッ
ト
、
小
さ
な
箱
に

入
っ
た
五
セ
ン
チ
大
の
華
や
か
な
人

形
、
編
み
物
を
す
る
お
ば
あ
さ
ん
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
に
、
こ
の
作
者
の
特
徴

で
あ
る
素
朴
で
伸
び
や
か
な
愛
ら
し

さ
を
感
じ
る
。
写
真
は
、
本
人
も
今

回
の
中
で

一
番
気
に
入
っ
て
い
る
ペ

イ
ネ
の
イ
ラ
ス
ト
か
ら
の
小
さ
な
人

形
で
あ
る
。
（〇
）

佐

々
木

明

子

佐
々
木
明
子
布
人
形
創
作
展

井
上
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（大
阪

。
心
斎

橋
）
　

　

　

九
月
七
日
～

一
二
日

会
場
に
は
い
る
と
同
時
に
元
気

一
杯
、
表
情
豊
か
な
人
形
た
ち
に
迎

え
ら
れ
る
。
彼
女
の
得
意
と
す
る
子

供
の
表
情
は
作
者
の
人
柄
を
反
映
し

て
あ
く
ま
で
も
明
る
い
。
糸

一
本
で

日
の
表
情
、
口
元
の
表
情
を
作
り
上

げ
て
い
く
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
可
能
性

を
、
今
回
の
作
品
で
さ
ら
に
追
求
し

か
ぐ

や
姫

の
会

三
ツ
折
れ
人
形
展

竹
取
物
語

（東
京

・
目
白
）

九
月
二
十
四
日
～
三
十
日

竹
取
物
語
が
開
業
当
時
よ
り
こ
だ

わ
っ
て
い
る
抱
き
人
形
の
中
で
も
、

三
ツ
折
れ
人
形
に
焦
点
を
当
て
か
ぐ

や
姫
の
会
の
作
家
が
競
作
し
た
。
竹

取
人
形
学
校
の
講
師
と
し
て
は
小
林

三
千
子
さ
ん
が
昭
和
初
期
の
子
供
を

思
わ
せ
る
個
性
的
な
作
品
を

（五

頁
）
、
宮
崎
優
人
氏
は
胡
粉
か
ら
ビ

ス
ク
ド
ー
ル
の
肌
合
い
を
感
じ
さ
せ

る
市
松
人
形
を
作
っ
た
。
正
座
す
る

こ
と
の
で
き
る
三
ツ
折
れ
人
形
に
文

化
を
感
じ
る
と
い
う
宮
崎
氏
は
、
江

戸
時
代
の
抱
き
人
形
を
現
代
に
あ
っ

:●●●●
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た
か
た
ち
で
息
づ
か
せ
た
い
と
考
え

る
。
展
示
さ
れ
た
三
ツ
折
れ
人
形
は

基
本
と
し
て
市
松
人
形
で
あ
る
が
、

大
き
さ
や
素
材
、
髪
の
色
な
ど
自
由

で
現
代
風
で
あ
る
。
選
り
抜
か
れ
た

作
家
だ
け
あ
っ
て
、
ど
れ
も
が
愛
ら

し
い
な
が
ら
丁
寧
な
仕
事
で
あ
り
、

竹
取
物
語
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
を

感
じ
さ
せ
る
。
参
加
作
家

‥
上
滝
徳

子
、
木
谷
洋
子
、
斉
藤
玲
子
、
高
橋

田
鶴
子
、
田
野
宣
子
、
仲
沢
喜
代

子
、
平
井
幸
子

（敬
称
略
）
（〇
）

中

西

京

子

和
紙
人
形
の
世
界
展

大
丸

（大
阪

・
心
斎
橋
）

十
月
十
八
日
～
二
十
四
日

こ
ん
に
や
く
の
糊
を
か
け
て
和
紙

を
丈
夫
な

「紙
衣

（か
み
こ
）
」
に
す

る
伝
統
技
術
を
蘇
ら
せ
、
和
紙
人
形

の
造
形
に
大
き
な
可
能
性
を
も
た
ら

し
た
中
西
京
子
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の

集
大
成
と
も
い
え
る
展
覧
会
で
あ

る
。
体
や
衣
の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
描

写
、
華
や
か
な
色
彩
は
中
西
和
紙
人

形
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
は

歌
舞
伎
の
連
作
や
花
を
擬
人
化
し
て

表
現
し
た

一
体
も
の
の
作
品
に
よ
く

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
弟
子
の
力
作
も

同
時
出
品
さ
れ
た
が
師
の
道
を
踏
襲

し
、
確
実
に
自
己
の
世
界
に
展
開
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

わ
か
り
や
す
さ
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
性
も
、
中
西
和
紙
人
形
が
広
く

人
気
の
あ
る
重
要
な
理
由
で
あ
る
。

ジ
オ
ラ
マ
の
代
表
作

「江
戸
時
代
の

芝
居
小
屋
」
や
九
五
〇
体
も
の
人
形

を
配
し
た

「
中
世
国
際
自
由
港
、

堺
」
な
ど
、
見
る
人
誰
も
が
嘆
息
を

も
ら
す
。
夫
君
の
弘
光
氏
と
の
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
今
回
の
よ
う
な
百

坪
以
上
の
展
示
を
数
多
く
手
が
け
て

き
た
そ
う
だ
が
、
作
家
自
身
に
よ
り

こ
れ
だ
け
の
規
模
の
仕
事
が
で
き
る

作
家
は
希
で
あ
り
、
今
後
の
作
家
の

指
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
そ
の
作
品

と
活
動
に
注
目
し

て
い
き
た
い
。

（○
）

森

小

夜

子

森
小
夜
子
の
世
界
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
妖
精
村

（京
都
）

十
月
十
日
～
二
十
二
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
婦
人
百
科
の
講
師
と
し
て

活
躍
し
た
森
小
夜
子
さ
ん
の
個
展

は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
永
田
萌

さ
ん
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
て

い
た
。
永
田
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
と
も

呼
応
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
二
人
展

を
開
催
し
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

今
回
も
人
形
と
対
話
す
る
よ
う
に
永

田
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
も
数
点
展
示
さ

れ
て
い
た
。
作
品
は
主
に
八
年
前
よ

り
手
が
け
て
い
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

テ
ー
マ
で
、
新
作
十
点
を
含
む
三
十

点
を
展
示
。
石
塑
に
布
張
り
で
、
手

足
は
ポ
ー
ズ
が
つ
け
ら
れ
る
。
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
な
ム
ー
ド
の
中
に
も
日
本

人
形
の
持
つ
優
し
さ
が
あ
る
。
京
都

嵯
峨
野
の
ア
ト
リ
二
十
カ
フ
ェ
テ
ラ

ス
　
「ア
イ
ト
ワ
」
の
展
示
室
で
は

森
さ
ん
の
作
品
が
常
設
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
あ
る
。
（〇
）

奈

里
多

究
星

人
形
個
展
　
月

せ

・
ら
～
る

（東
京

・
原
宿
）

十
月
二
十

一
日
～
三
十
日

月
を
テ
ー
マ
に
、
ピ
エ
ロ
だ
け
を

レ
リ
ー
フ
や
人
形
数
点
で
構
成
。
哀

愁
漂
う
ピ
エ
ロ
に
対
し
て
、
小
悪
魔

的
で
い
や
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
提
示

を
試
み
た
。
中
央
に
自
、
奥
に
青
を

基
調
と
し
た
二
体
の
等
身
大
の
ピ
エ

ロ
人
形
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
会
場
の

中
心
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
個
展

は
全
体
の
色
と
し
て
白
に
こ
だ
わ
っ

た
そ
う
だ
が
、
意
表
を
突
か
れ
た
の

は
、
マ
チ
エ
ー
ル
と
し
て
の
面
白
さ

か
ら
初
め
て
扱
っ
た
と
い
う
脱
脂
綿

が
あ
し
ら
わ
れ
た
人
形
や
レ
リ
ー
フ

（写
真
）
。
衣
装
や
羽
の
表
現
が
面
白

い
。
即
興
的
に
作
品
を
仕
上
げ
ら
れ

る
こ
と
で
楽
し
め
た
素
材
だ
っ
た
そ

う
で
あ
る
。
（○
）

林
純

子

林
純
子
の
人
形
遊
び
展

竹
取
物
語

（東
京

・
目
白
）

十
月

一
八
日
～
二
七
日

竹
取
物
語
の
作
品
展
、
か
ぐ
や
姫

の
会
の
一
二
回
目
と
し
て
行
わ
れ
た

林
純
子
さ
ん
の
初
個
展
。
林
純
子
さ

ん
は
人
形
作
り
を
小
林
三
千
子
さ
ん

に
師
事
し
、
制
作
を
始
め
て
七
年
あ

ま
り
に
な
る
。
お
っ
と
り
し
た
印
象

の
奥
に
神
経
の
行
き
届
い
た
仕
事
が

感
じ
ら
れ
る
の
は
、
師
で
あ
る
小
林

さ
ん
と
同
じ
で
あ
る
。
林
さ
ん
は
、

着
せ
替
え
が
好
き
で
、
１２
セ
ン
チ
か

ら
２５
セ
ン
チ
大
の
人
形
の
ニ
ッ
ト
の

服
を
手
編
み
で
作
る
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
今
は
着
物
う
く
り
を
楽
し
ん
で

い
る
。
人
形
は
桐
塑
布
張
り
で
、
小

さ
い
も
の
は
三
ツ
折
れ
だ
が
、
他
は

関
節
で
自
力
で
立
た
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
工
夫
を
し
た
。
つ
ぶ
ら

な
瞳
に
団
子
鼻
が
か
っ
た
顔
が
特
徴

的
で
、
愛
ら
し
い
。
（〇
）

ア
ト
リ
エ

・
ア
イ
ド
ー
ル

創
作
市
松
人
形
展

す
ぺ
～
す
小
倉
屋

（東
京
日
暮
里
）

十
月
十
七
日
～
二
十
二
日

人
形
作
家
の
島
村
龍
児
氏
が
率
い

る
ア
ト
リ
エ
・
ア
イ
ド
ー
ル
の
作
家

が
は
じ
め
て
市
松
人
形
だ
け
を
テ
ー

マ
に
作
品
展
を
行

っ
た
。
会
場
と

な
っ
た
の
は
東
京
の
下
町
、
谷
中
で

江
戸
時
代
に
質
屋
だ

っ
た
家
屋
を
そ

の
ま
ま
利
用
し
た
趣
の
あ
る
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
あ
る
。
島
村
氏
は
以
前
か

ら
、
靴
を
脱
い
で
時
間
に
追
わ
れ
ず

に
鑑
賞
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
人
形

展
を
し
た
か
っ
た
と
い
う
が
、
氏
の

意
図
を
完
璧
に
満
た
す
会
場
で
あ
り

し
と
や
か
な
ア
イ
ド
ー
ル
の
雰
囲
気

に
も
び

っ
た
り
で
あ
る
。
三
つ
の
和

室
に
二
十
人
の
作
家
が

一
体
ず
つ
を

展
示
、
テ
ー
マ
が

一
つ
で
あ
る
だ
け

に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
比
較
で
き

た
。
来
年
の
桜
の
季
節
に
は
同
会
場

で
島
村
氏
の
個
展

「男
と
女
」
が
開

催
さ
れ
る
。
（○
）

岩
切
ド
ー
ル
教
室
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
田
村

十
月
十
九
日
～
二
十
八
日

岩
切
夫
妻
が
今
春
宮
崎
に
転
居

後
、
教
室
を
東
京
で
引
き
継
い
だ
弟

子
の
田
村
涼
子
さ
ん
、
横
田
早
苗
さ

ん
の
作
品
を
展
示
。
自
宅
を
か
ね
た

教
室

。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
紹
介
も
か
ね

て
開
催
さ
れ
た
。
参
考
出
品
さ
れ
た

岩
切
映
幹
子
さ
ん
の
作
品
の
中
で
は

田
村
さ
ん
を
模
し
た
珍
し
い
肖
像
人

形
が
あ
っ
た
。
今
後
が
期
待
さ
れ
る

横
田
さ
ん
も
新
作
を
発
表
、
ま
た
ミ

ニ
チ
ュ
ア
家
具
も
作
る
田
村
さ
ん
の

力
作
、
麻
雀
を
す
る
家
族
も
表
情
が

豊
か
で
、
団
ら
ん
風
景
が
伝
わ
っ
て

き
て
楽
し
か
っ
た

（写
真
）
。
（〇
）

大
八
木
由
紀
子

大
八
木
由
紀
子
人
形
展

Ｇ

ｏ

Ｋ

Ｕ

Ｒ

Ａ

Ｋ

Ｕ

亭

（
鎌

倉

）

十
月
二
十
日
～
二
十
五
日

大
八
木
さ
ん
の
木
彫
人
形
展
は
、

鎌
倉
極
楽
寺
そ
ば
の
小
さ
な
骨
董
喫

茶
店
で
行
わ
れ
た
が
、
五
〇
点
に
も

及
ぶ
作
品
と
、
飼
い
猫
の
ス
ケ
ツ
チ

数
点
か
ら
の
多
才
ぶ
り
は
、
本
人
が

い
う

「趣
味
」
の
範
囲
の
も
の
で
は

な
い
よ
う
だ
。
実
際
、
新
工
芸
展
や

県
美
術
展
で
入
選
・
受
賞
を
す
る
実

力
で
あ
る
。
大
八
木
さ
ん
は
木
彫
作

家
の
友
永
詔
三
氏
に
師
事
以
来
二
十

年
間
木
彫
の
制
作
を
続
け
て
い
る

が
、
そ
の
経
験
と
、
独
自
の
発
想

・

デ
ザ
イ
ン
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
各
作
品

に
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
飼
い
猫

を
描
写
し
た
シ
リ
ー
ズ
や
、
東
西
の

童
話
を
大
胆
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
い

た
シ
リ
ー
ズ
、
ま
た
友
永
氏
の
曲
線

美
を
紡
彿
と
さ
せ
る

一
刀
彫
り
の
美

し
い
女
性
像
な
ど
、
作
風
は
幅
広

い
。
作
品
は
ほ
と
ん
ど
無
彩
色
で
あ

る
。
木
で
彫
ら
れ
た
も
の
に
は
自
ず
と
魂

が
宿
っ
て
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
錯

覚
を
感
じ
る
と
同
時
に
、
独
得
の
の

ん
び
り
と
し
た
印
象
が
あ
る
。
大
八

木
さ
ん
は
そ
の
よ
う
な
木
彫
の
魅
力

を
独
自
の
世
界
に
展
開
し
て
い
る
。

五
頁
で
紹
介
し
て
い
る
作
品
は
少
し

以
前
の
も
の
で
、
今
は
木
目
の
美
し

さ
を
直
接
造
形
に
利
用
で
き
る

一
刀

彫
り
に
集
中
し
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。
（○
）
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(仲里秀樹・野口千佳)

彼らにとってのキューピーは上の写真である。京都を中心に活躍するポエ

ティーパーテイという二人組のユニットから資料を送られてきたとき、そ

の得体の知れない、気色悪い物体としか思えないぬいぐるみのようなもの

の写真を見て、衝撃を受けた。彼 ら自身、これ らの「作品」を

NOG00MMY(ヌ グーミー)と呼び、時には左の写真のようにヌグーミー

になって、ショーとして歌ったり、踊ったりすることもあるのだそうであ

る。彼らの作るヌグーミーは概してホルマリン潰けの内蔵と通じる印象が

あり、生殖器を過度にデフォルメして表現しているものが多い。それを携

え大衆の前に出現するというのだから、当然拒絶反応を示す人もいる。彼

らのそういうやり方は、70年代のサイケデリックな芸術が好んで観客を
巻き込んだり、挑発していたことを紡彿とさせる。あらゆる表現形態が交

錯する現代においても、彼らは異端足り得る強烈な個性である。最近

ニューヨークに赴いたそうであるが、かの地の人はこの生々しさとキュー

トさが混在したソーセージ風の物体やパフォーマンスを見て、いかに反応

したか、報告を楽しみにしている。(小川千恵子)
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人
形
気
分

文
　
青
山
恵

一

今
号
よ
り
昔
人
形
館

青
山

（
京
都
）
の
店
長

で
あ
る
青
山
恵

一
氏
が

人
形
を
め
ぐ
る
思

い
を

綴
り
ま
す
。

連載第 1回

5%の向こう岸

「人
形
ブ
ー
ム
で
す
ね
」
と
、

時
々
云
わ
れ
る
。
人
形
専
門

の
古
美
術
商
と
し
て
二
十
年

近
く
や
っ
て
き
た
が
、
近
頃
、

同
業
者

の
転
業
は
聞
い
て

も
、
ビ
ル
を
建
て
た
話
は
聞

い
た
こ
と
が
な
い
。
「
い
え
、

創
作
人
形
の
」
と
付
け
加
え

ら
れ
て
納
得
す
る
が
、
正
確

に
は
、
そ
の
時
期
は
少
し
過

ぎ
た
。
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン

タ
ー
ブ
ー
ム
全
般
に
い
え
る

こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
バ

ブ
ル
の
隆
盛
と
崩
壊
は
、
創

作
人
形
の
そ
れ

と

一
致
す

る
、
い
づ
れ
も
残
る
も
の
だ

け
が
残
っ
た
。

玉
石
混
合
の
時
代
を
経
て

催
し
の
数
こ
そ
減

っ
た
が
、

残
る
者
だ
け
が
残
っ
た
の
だ

か
ら
近
頃
の
創
作
人
形
の
個

展
は
、
見
応
え
の
あ
る
内
容

が
多
い
。
遅
れ
て
や
っ
て
き

た
か
に
見
え
る

「
Ｄ

・
Ｆ

・

Ｊ
」
の
創
刊
も
、
だ
か

ら
こ

そ
機
を
得
て
い
る
、
と
い
え

る
。

「昔
人
形
青
山
ギ
ャ
ラ

リ
Ｉ
Ｋ
」
と
い
う
長
い
名
前

の
小
さ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
店

奥
に
併
設
し
、
創
作
人
形
に

関
わ
っ
て
七
年
に
な
る
。
は

か
ら
ず
も
新
旧
の
人
形
を
扱

う
こ
と
で
見
え
て
き
た
こ
と

も
多
い
。

そ
の

一
つ
に
、
昔
も
今

も
、
人
形
が
第

一
線
の
美
術

品
と
し
て
扱
わ
れ
が
た
い
こ

と
へ
の
疑
間
が
あ

っ
た
。
し

か
し
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
人
形
作

家
の
方
々
の
制
作
の
苦
労
を

伺

っ
て
成
程
と
思
っ
た
。

人
形
は
総
合
芸
術
だ

っ
た

の
だ
。
日
本

人

は

エ

ン

タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
は
苦
手

で
あ
る
。
単

品
主
義
、
こ

の
道

一
筋
が

好

き

で

あ

る
。
役
者

一

筋

五
十
年
、

生
涯

一
捕
手

な
ん
て
の
が
大
好
き
だ
。
も

と
よ
り
人
形
の
制
作
は
、
彫

刻
の
部
分
、
絵
画
の
部
分
、

衣
装
の
部
分
、
他
に
も
髪
や

眼
球
の
制
作
手
配
等
、
五
指

に
余
る
、
そ
れ
は

一
人
で
家

を
建
て
る
こ
と
に
も
似
て
い

て
要
求
さ
れ
る
能
力
も
各
々

」爆
う
。
も
ち
ろ
ん
、
人
形
が
第

一

線
の
美
術
品
と
し
て
扱
わ
れ

な
く
と
も
不
都
合
は
な
い
。

愛
玩
品
と
い
う
も
っ
と
大

切

な
役
目
が
あ
る
。
他
に
も
佐

野
川
市
松
の
時
代
は
プ
ロ
マ

イ
ド
代
わ
り
で
も
あ

っ
た

し
、
流
行
を
伝
え
る
フ
ァ

ッ

シ

ョ
ン
ド
ー
ル
で
も
あ

っ

た
。
「ひ
と
が
た
」
の
時
代
か

ら
数
え
れ
ば
、
人
形
は
用
途

に
お
い
て
も
ま
た
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
で

あ

っ
た
。

人
形
作
り
を
始

め
た
ば
か
り
の

人
が
、
思
い
の

他
に
短
時
間
で

あ
る
程
度

の
水

準
ま
で
の
作
品

を
作
う

て
し
ま

う
の
は
、
先
程

の
各
々
の
能
力

を
そ
こ
そ
こ
に
使
え
ば
、
相

乗
的
に
完
成
品
に
表
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
立
体
的
で
色
彩

的
で
表
情
ま
で
あ
る
の
だ
か

ら
、
作
っ
た
人
の
満
足
感
も

大
き
い
。
し
か
し
、
そ
こ
か

ら
が
難
し
い

。
・
・
。

ュ
ー
ミ
ン
に

「５

Ｃ
ｍ
の

向
こ
う
岸
」
と
い
う
曲
が
あ

る
。
恋
人
の
男
の
子
よ
り
５

ｃ
ｍ
背
の
高
い
女
の
子
の
悩
み

を
歌

っ
た
も
の
で
、
大
切
な

の
は
ハ
ー
ト
だ
と
分
か
っ
て

い
て
も

「若
い
時
に
は
見
た

目
の
方
が
大
事
な
時

も
あ

る
」
と
の
歌
詞
が
つ
く

（と
、

こ
こ
ま
で
は
余
談
）
。

例
え
ば
数
字
に
直
せ
る
も

の
と
し
て
、
絵
画
の
場
合
、

そ
の
人
の
絵
が
５
％
上
手
く

な
れ
ば
、
５
％
向
上
し
た

と

い
え
る
。
し
か
し
人
形
は

一

つ
の
部
分
の
向
上
だ
け
で
は

評
価
に
な
ら
な
い
。
先
程
の

五
指
に
余
る
能
力
が

各
々
５

％
向
上
し

て
初
め
て
や

っ

と
、
そ
の
人
の
人
形
が
５
％

向
上
し
た
こ
と
に
な
る
。
総

合
芸
術
の
所
以
で
あ

る
。

人
形
展
に
出
か
け
て
、
そ

の
人
の
人
形
が
５
％
良
く

な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た

時
、
そ
の
人
の
五
十
倍
の
精

進

に
拍
手
を
送
る
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し

「５
％
の
向
こ

う
岸
」
に
た
ど
り
着
か
ず
に

去
っ
て
い
く
人
も
多
く
見
て

き
た
。
こ
こ
で
も
、
残
る
人
だ
け

が
残

っ
た
。

写
真
上
・
昭
和
初
期
の
ビ
ス
ク
ド
ー

写
真
下

・
大
正
時
代
の
生
き
人
形

9
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カ
バ
ー
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

た

が

わ

ま
″ヽア
《
=〕

古

〃

/
ツサ/7

ヽ

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

・
文

小
川
千
恵
子

■
こ
れ
ま
で

た
が
わ
さ
ん
の
情

て
、
ミ
ス
テ
リ
ー
に
包

ま
れ

て
い
る
よ
う
な
ん
で

す
。
居
場
所
が
分
か
ら
な
い

と
か
、
あ
ま
り
人
と
会
い
た

が
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
よ
く
聞
き
ま
し
た
が
。

た
が
わ
　
そ
う
み
た
い
で
す

ね
。
人
形
を
止
め
ち
ゃ
っ
た

ん
じ
や
な
い
か
、

っ
て
言
わ

れ

て
い
る
よ
う

で
す
け
ど
、

そ
う
で
は
な
い
ん
で
す
。
で

も
、
人
形
作
家

っ
て
、
謎
に

包
ま
れ
て
い
る
方
が
い
い
ん

じ
や
な
い
で
し
ょ

う
か

（笑
）
。

小
川
　
そ
う
で
す

ね
、
確
か
に

（笑
）
。

で
も
、
ど
う
し
て

人
形
を
作
り
始
め

た

の
か
お
聞
き
し

て
も
良
い
で
し
ょ

う
か
。

た
が
わ
　
僕
は
人

形
を
好
き
で
作
り

だ
し
た
訳
じ
や
な

い
ん

で
す
。
作
り

出
せ
ば
、
面
白

い

で
す

け
れ
ど

ね
。

最
初
は
デ
ザ
イ
ン

の
仕
事
を
し
て
い

て
、
立
体
も
仕
事

と
し

て
そ
の
時
始

め
た
ん
で
す
。
二

十
年
前
く
ら
い
の
こ
と
で

す
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
人
も
探
し
た
け

れ
ど
い
な
か
っ
た
の
で
、
自

分
で
始
め
ま
し
た
。

小
川
　
あ
の
頃
の
人
は
、
み

な
そ
う
や
っ
て
自
力
で
勉
強

さ
れ
ま
し
た
ね
。

た
が
わ
　
だ
か
ら
、
創
作
人

形
と
い
う
言
葉
も
人
形
の
こ

と
も
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ

た
。
小
川
　
で
も
、
そ
の
こ
ろ
は

既
に

（
辻
村
）
ジ

ュ
サ
ブ

ロ
ー
さ
ん
な
ど
が
い
ま
し
た

よ
ね
。

た
が
わ
　
い
や
、
知
ら
な

か
っ
た
ん
で
す
。
自
分
で
展

覧
会
な
ど
を
し
だ
し
て
か
ら

案
内
や
情
報
が
入
っ
て
く
る

よ
う
に
な
っ
て
、
ジ

ュ
サ
ブ

ロ
ー
さ
ん
な
ど
を
知
り
ま
し

た
。
小
川
　
で
は
、
布
貼
り
の
ス

タ
イ
ル
も
ご
自
分
で
始
め
ら

れ
た
の
で
す
か
？

た
が
わ
　
え
え
、
最
初
か
ら

こ
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。
今
も

そ
う
で
す
ね
。
多
少
技
術
的

に
は
進
歩
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
。

小
川
　
縮
緬
を
張

っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？

た
が
わ
　
い
え
。
半
分
く
ら

い
は
古
い
布
で
半
分
く
ら
い

は
新
し
い
布
で
す
。
ち
ょ
っ

と
古

っ
ぼ
く
し
た
り
、
色
が

あ
せ
て
見
え
て
面
白
い
の
で

新
し
い
布
の
裏
を
使

っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

小
川
　
顔
も
張
っ
て
い
ま
す

か
？
た
が
わ
　
張

っ
て
い
ま
す
。

他
に
ア
ク
リ
ル
絵

の
具
を

塗
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

小
川
　
本
体
は
ど
の
よ
う
に

な

っ
て
い
る
ん
で
し

ょ
う

か
？
た
が
わ
　
桐
の
木
を
使

っ
た

り
、
桐
塑
に
樹
脂
系
の
糊
を

混
ぜ
て
い
ま
す
。

小
川
　
素
材
か
ら
見
る
と
伝

統
的
な
人
形
を
手
本
に
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
。

た
が
わ
　
そ
う
で
す
ね
、
や

は
り
人
形
が
ど
の
よ
う
に
出

来
て
い
る
の
か
な
っ
て
、
市

松
人
形
な
ど
を
見
た
り
し
ま

し
た
。

小
川
　
樹
脂
系
の
糊
を
使
う

わ
け
は
？

た
が
わ
　
桐
塑
に
膠
を
使
わ

ず
、
樹
脂
系
の
糊
を
使
い
熱

を
加
え
る
と
、
強
度
と
柔
ら

か
さ
が
で
る
ん
で
す
。

小
川
　
そ
の
他
の
装
飾
的
な

部
分
は
？

た
が
わ
　
金
属
や
ナ
イ
ロ
ン

や
ア
ル
ミ
な
ど
を
使

い
ま

す
。
ア
ル
ミ
は
軽
い
し
、
補

正
が
き
き
ま
す
。
例
え
ば
兎

報 小
つ 川
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の
耳
を
浮
か
す
状
態
に
す
る

の
に
も
、
ア
ル
ミ
を
使
っ
て

い
ま
す
。
飾
り
に
ナ
イ
ロ
ン

ス
ト
ツ
キ
ン
グ
な
ど
も
使
い

ま
す
。
衣
装
は
縫
う
の
が
苦

手
な
の
で
、
張
り
付
け
が
中

心
で
す
。＊

＊

＊

小
川
　
個
人
で
東
京
で
展
覧

会
を
な
さ
っ
た
の
は
九
二
年

の
新
宿
の
せ

・
ら
～
る
だ

っ

た
ん
で
す
ね
。
あ
と
、
大
阪

で
は
心
斎
橋
の
大
学
堂
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
の
人
形
展
に
よ
く

出
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

た
が
わ
　
え
え
。
大
学
堂
は

今
年
も

一
二
月
に
や
り
ま
す

ね
。
あ
と
昔
人
形
青
山
さ
ん

で
の
個
展
も
あ
り
ま
す
。
僕

は
人
の
し
な
い
も
の
を
作
っ

て
い
ま
す
し
、
作
品
も
あ
る

か
ら
よ
く
話
が
く
る
の
で
、

い
つ
も
企
画
で
や
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

小
川
　
展
示
で
き
る
作
品
が

あ
る
と
い
う
事
は
、
お
売
り

に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

喘
″
た
が
わ
　
い
え
、
作
る
の

は
、
早
い
み
た

い
で
す
か

ら
、
結
構
ば
た
ば
た
と
作
っ

て
し
ま
う

。
・
・
。
ま
た
、
全

部
売
れ
ま
せ
ん
し
。
た
だ
新

作
だ
け
で
や
る
、
と
い
う
考

え
が
あ
ま
り
な
く

っ
て
。
自

分
が
あ
ま
り
好
き
で
作

っ
て

い

る

わ

け

で

は

な

い

の

で

―

・
。

小
川
　
そ
う
な
ん
で
す
か
？

た
が
わ
　
商
品
的
な
感
じ
？

だ
か
ら
多
い
と
き
で
年
に
十

で
す
ね
。
そ
う
い
う
話
が
な

か

っ
た
ら
結
局
人
形
を
作
ら

な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

小
川
　
で
も
そ
の
ま
ま
作
り

続
け
た
と
い
う
の
は
？

た
が
わ
　
ま
あ
、
や

っ
て
い

た
ら
結
構
面
白
い
で
す
し
。

自
分

の
気
持
ち
と
か
考
え
が

た
が
わ
　
え
え
、
そ
う
い
う

の
を
色
々
や
っ
て
い
ま
し
た

か
ら
、
結
構
人
形
は
簡
単
に

出
来
た
ん
じ
や
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

■
制
作
の
テ
ー
マ

小
川
　
最
近
の
心
境
を
表
し

た
作
品
な
ど
は
あ
り
ま
す

か
？
た
が
わ
　
僕
は
自
分

の
考

え
で
や

っ
て
き
て
ま
す

の

で
、

昔

か

ら

あ

ま

り

変

わ

っ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。

多
少
技
術
が
進
歩
し
た
程

度

で
。
自
分

の
古

い
作
品

を
見
る
の
は
好
き
で
す
ね
。

新
鮮
味
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

小
川
　
進
歩
す
る
の
は
技

術
だ
け
で
し
よ
う
か
。

た
が
わ
　
ご
ま
か
し
か
た

が

上

手

に

な

り

ま

す

ね

（笑
）
。
そ
れ
が
進
歩
み
た
い

な
も

の
な
ん

で
し

ょ
う

か

ね
。
小
川
　
制
作
に
当
た

っ
て
、

表
現
し
た
い
世
界
と
い
う
の

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
す
が
？

た
が
わ
　
自
然
、
で
し
ょ
う

か
。
自
分
を
自
然
に
出
す
と

い
う
か
、
今
ま
で
生
き
て
き

た
考
え
方
を
形
に
変
え
て
出

し
て
い
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

人
形
に
も
名
前
な
ん
か
つ
け

ま
せ
ん
し
。
環
境
と
し
て
の

自
然
も
、
植
物
と
か
、
魚
、

虫
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作

り
ま
す
。

小
川
　
こ
こ
の
と
こ
ろ
制
作

を
中
止
さ
れ
て
い
た
の
は
何

か
訳
が
あ
る
の
で
す
か
？

た
が
わ
　
こ
の
お
店
を
や
っ

て
い
た
か
ら
。

小
川
　
そ
れ
だ
け
で
す
か
？

（笑
）

た
が
わ
　
そ
れ
だ
け
で
す

（笑
）
。
い
や
、
活
動
と
い
う

か
、
う
ち
の
お
客
さ
ん
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
人
沢
山
い
て
ま

す
か
ら
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
と

か
渡
し
て
宣
伝
な
ど
は
し
て

い
た
ん
で
す
け
ど
。
店
を
始

め
て

一
年
く
ら
い
作

っ
て
い

な
か
っ
た
だ
け
の
話
な
ん
で

す
け
ど
、
僕
が
止
め
た
と
か

い
う

噂

を

聞

き

ま

し

た

（笑
）
。

小
川
　
私
も
風
の
噂
で
そ
う

聞
き
ま
し
た

（笑
）
。
お
店
で

ユ
ニ
ー
ク
な
お
客
さ
ん
と
い

う
の
は
、
芸
術
的
な
方
が
多

い
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う

回
く
ら
い
の
展
示
な
ん
か
も

で
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

小
川
　
最
初

の
き

っ
か
け
が

デ
ザ
イ
ン
の
お
仕
事
と
し
て

依
頼
さ
れ
て
お
作
り
に
な

っ

た
と
い
う
事
で
し
た
が
、
最

初
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
的
な
感
覚

で
お
作
り
に
な
ら
れ
た
と
い

う
事
で
し
ょ
う
か
。

た
が
わ
　
そ
う

。
・
、
そ
う

出
せ
ま
す
し
。

小
川
　
人
形
以
外
に
も
、
今

ま
で
色
々
な
こ
と
を
お
や
り

に
な

っ
て
い
た
よ
う

で
す

ら
ヽ
た
が
わ
　
あ
あ
、
彫
金
と
か

七
宝
と
か
。
人
形
作
り
に
適

し
て
い
た
ん
で
し
よ
う
ね
。

小
川
　
人
形
と
は
総
合
的
な

表
現
で
す
か
ら
ね
。
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この頁のイラストはたがわ氏自身が、

前頁の人形からおこしたもの。さらに

その人形の頭部の写真を合成したのが

10頁のイラストである

・刀た
が
わ

そ
う
で
す
ね
。
そ
う

い
う
関
係
の
方
が
多
く
来
ま

す
ね
。

小
川
　
お
店
の
方
で
人
形
を

飾

る
と
い
う
よ
う
な

こ
と

は
？
た
が
わ
　
こ
の
六
月
か
ら

な
ん
で
し
ょ
う
か
。

た
が
わ
　
た
だ
、
や
り
た

か
っ
た
し
、
生
活
上
の
こ
と

も
あ
り
ま
す
し
。
人
形
だ
け

で
は
食
べ
て
は
い
け
ま
せ
ん

し
、
そ
れ
以
上
の
何
か
を
し

な
け
れ
ば
。
人
形
が
売
れ
て

も
材
料
費
な
ど
で
消
え
て
し

お
作
り
に
な

っ
て
い
な
い
ん

で
す
よ
ね
。
残
念
な
ん
で
す

カた
が
わ

人
形
だ
と
あ
ま
り

興
味

の
わ
く
人
は
い
な
い

な
。
彼
女
は
た
ま
た
ま
身
近

に
い
ま
し
た
か
ら
。

小
川
　
か
え
っ
て
刺
激
さ
れ

る
の
は
、
他
の
芸
術
作
品
と

か
？
た
が
わ
　
そ
う
で
す
ね
。
美

術
館
で
み
る
作
品
と
か
。
別

に
人
形
を
避
け
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
他

の
も
の
に
興
味
が

あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
結
構
刺

激
を
受
け
ま
す
の
で
。
僕
は

人
形
を
オ
ブ
ジ
ェ
的
に
考
え

て
い
て
、
た
ま
た
ま
作
品
が

人
の
形
を
し
て
い
る
と
い
う

事
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
人

形
と
い
う
こ
と
で
グ
ル
ー
プ

展
な
ど
に
も
で
て
い
ま
す
か

ら
人
形
師
と
か
作
家
に
な
っ

て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
す

が
、
何
回
か
は
人
形
を
入
れ

て
い
な
い
展
覧
会
も
し
て
い

る
ん
で
す
。

■
球
体
関
節

球
体
関
節

の
人
形

は
、
作
る
人
が
と
て
も
多
い

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
い

う
き

っ
か
け
で
お
作
り
に

な
っ
た
ん
で
す
か
？

た
が
わ
　
あ
あ
、
動
い
て
面

白
い
か
ら
、　
一
回
作
っ
て
み

よ
う
か
な
っ
て
思
っ
て
。
そ

れ
ば
か
り
で
展
覧
会
を
し
た

こ
と
が
あ
る
ん
で
す
け
れ

ど
。
で
も
作
っ
た
ら
、
あ
ま

り
面
白
く
な
か

っ
た
ん
で

す
。
小
川
　
で
は
、
今
は
あ
ま
り

作

っ
て
い
な
い
？

た
が
わ
　
そ
れ
を
分
解
し

て
、
違
う
よ
う
に
し
て
ま
す

け
れ
ど
。
手
足
を
取
っ
て
体

の

一
部
分
だ
け
に
し
て
し

ま
っ
た
り

・
・
・
。

小
川
　
ハ
ン
ス

・
ベ
ル
メ
ー

ル
が
、
た
と
え
ば
頭
を
取
っ

て
足
と
足
を
直
接
つ
な
げ
て

し
ま

っ
た
よ
う
に
？
ベ
ル

メ
ー
ル
は
お
好
き
で
す
か
？

た
が
わ
　
面
白

い
で
す
よ

ね
。
写
真
の
方
が
面
白
い
で

す
。
三
年
前
か
、
洋
書
売
場

で
写
真
集
を
買
い
ま
し
た
。

小
川
　
そ
れ
ま
で
は
ご
存
知

な
か
っ
た
？

た
が
わ
　
は
い
。

小

川
　
私

の
考
え

で
は
、

今
、
球
体
関
節
で
人
形
を
作

る
人
は
、
四
谷
シ
モ
ン
さ
ん

と
か
吉
田
良

一
さ
ん
な
ど
、

ハ
ン
ス
ベ
ル
メ
ー
ル
に
影
響

を
受
け
た
方
が
い
て
、
そ
こ

か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
の
で
す
が
。

た
が
わ
　
僕
は
お
こ
ら
れ
ま

し
た
け
れ
ど
も

（笑
）

小
川
　
お
こ
ら
れ
た
？
誰

に
？
何
故
？

（笑
）

た
が
わ
　
個
展
の
時
に
球
体

関
節

の
人
形
で
案
内
状
を

作

っ
た
ん
で
す
。
皆
さ
ん
、

こ
の
人
形
が
あ
る
ん
や
ろ

な
っ
て
い
ら
つ
し
や
っ
た
ん

で
す
け
れ
ど
、
そ
れ
が
始
ま

る
前
に
売
れ
て
し
ま
っ
た
ん

で
す
。
他
に
は
球
体
関
節
の

人
形
は
な
く
て
、
実
際
に
は

魚
と
か
訳
の
分
か
ら
な
い
も

の
ば

か
り
並

べ
て
い
た
ん

で
。
小
川
　
あ
あ
、
そ
れ
は
お
こ

る
わ

（笑
）
。
球
体
に
関
し
て

は
熱
心
な
フ
ア
ン
の
方
が
多

い
で
す
か
ら
ね
。

た
が
わ
　
球
体

っ
て
、
デ

ッ

サ
ン
に
使
う
人
形
が
あ
る
で

し
ょ
。
あ
れ
が
動
け
ま
す
か

ら
面
白
い
な
、
と
思
っ
た
ん

で
す
。
あ
れ
を
ネ
ジ
式
に
し

ギ
ャ
ラ
リ
ー
的
に
月
交
代
で

展
示
を
す
る
こ
と
を
考
え
た

ん
で
す
が
、
突
然
決
め
た
こ

と
で
す
の
で
夏
は
や
る
人
が

な
か
っ
た
の
で
、
八
月
は
自

分
の
展
覧
会
を
急
遠
し
た
ん

で
す
。

小
川
　
こ
の
、
食
べ
物
や
さ

ん
と
い
う
の
も

一
つ
の
表
現

ま
い
ま
す
か
ら
。

＊

＊

＊

小
川
　
他
の
人
形
作
家
で
面

白
か
っ
た
と
か
気
に
な
っ
た

人
な
ど
は
い
ま
す
か
？

た
が
わ
　
能
津
さ
ん

（
＊
）

が
面
白
い
。

小
川
　
あ
あ
、
彼
女
は
面
白

い
で
す
よ
ね
。
あ
の
方
は
今 12
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た
が
わ
ま
さ
き

四
国
に
生
ま
れ
、
大
阪
に

育
つ
。

デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
を
す
る

う
ち
に
、
人
形
の
制
作
を

始
め
た
。
桐
塑
や
桐
に
布

を
張
り
、
造
形
的
に
も
大

胆
で
美
し
い
そ
の
作
品
は
、

関
西
で
注
目
を
集
め
数
多

く
の
展
覧
会
に
出
品
さ
れ

た
。
人
形
教
室
も
主
宰
し

た
が
そ
の
後
閉
鎖
、
現
在

は
大
阪
西
成
区
飛
田
に
地

酒
や
家
庭
料
理
を
扱
う

ギ

ャ
ラ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス

「済
花
舎
」
（ゆ
う
け
や
）
を

夫
人
と
経
営
。
手
作
り
の

食
器
や
地
酒
、
添
加
物
の

な
い
食
材
に
こ
だ
わ
り
、

店
内
や
印
刷
物
は
た
が
わ

氏
の
デ
ザ
イ
ン
で
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。
西
成
区
飛

田
は
飾
り
気
の
な
い
下
町

と
し
て
も
知
ら
れ
、
た
が

わ
氏
の
愛
読
す
る
黒
岩
重

吾
が
小
説
の
舞
台
と
し
て

取
り
上
げ
た
地
域
で
あ
る
。

た
が
わ
氏
は
人
間
的
に
面

白
い
場
所
で
あ
る
と
話
す
。

人
形
の
他
、
絵
画
、
イ
ラ
ス

ト
、
彫
金
、
七
宝
焼
な
ど
多

く
の
制
作
も
手
が
け
て
い

る
。

た
ら
取
り
外
し
で
き
る
な
、

と
全
部
ネ
ジ
式
に
し
た
ん
で

す
。
彫
金
を
や

っ
て
い
ま
す

か
ら
そ
う
い
う
ネ
ジ
も
で
き

ま
す
し
。
で
も
球
体
を
作
っ

て
も
飾
り
を
沢
山
つ
け
て
あ

ま
り
動
け
な
く
し
て
し
ま
っ

て
ま
す
か
ら

（笑
）

■
表
現
す
る
こ
と

小
川
　
で
も
、
た
が
わ
さ
ん

の
作
品
は
す
ご
く
き
れ
い
で

す
ね
。
作
品
の
写
真
は
ご
自

分
で
お
と
り
に
な
る
ん
で
す

ね
。
写
真
で
も
遊
ば
れ
る
ん

で
す
ね
。

た
が
わ
　
白
黒
の
も
の
は
現

像
引
き
伸
ば
し
機
を
も
ら
つ

た
の
で
、
現
像
し
て
遊
び
な

が
ら
面
白
い
も
の
が
で
き
た

り
す
る
ん
で
す
。
写
真
の
こ

と
は
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
で

す
。
だ
か
ら
光
も
蛍
光
灯
と

裸
電
球
し
か
な
く
て
青
く

写
っ
た
り
赤
く
写
っ
た
り
。

小
川
　
で
も
、
そ
れ
が
独
得

な
美
し
さ
に
な
っ
て
い
ま
す

ね
。
プ
ロ
の
写
真
家
が
み
た

ら
怒
ら
れ
る
ん
で
し
よ
う
け

れ
ど
も

（笑
）
。

た
が
わ
　
そ
う
そ
う

（笑
）
。

小
川
　
十

一
月
の
昔
人
形
館

青
山
で
や
る
個
展

の
内
容

は
、
ど
の
よ
う
な
感
じ
で
す

か
？
た
が
わ
　
兎
や
猫
、
河
童
な

ど
で
す
。
古
い
作
品
も
で
ま

す
。
小
川
　
何
故
兎
を
？

た
が
わ
　
僕
が
兎
年
で
す
か

ら
。
そ
れ
か
ら

一
二
月
の
大

学
堂
の
展
覧
会
に
は
久
し
ぶ

り
に
関
節
の
女
の
人
を
作
ろ

う
か
な
、
と
思

っ
て
い
ま

す
。　
一
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の

キ

ュ
ー
ト
で
、
宇
野
亜
喜
良

み
た
い
な
。

小
川
　
あ
、
や
っ
ぱ
り
宇
野

亜
喜
良
は
お
好
き
で
す
か
？

私
、
そ
う
じ
や
な
い
か
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
。

た
が
わ
　
え
え
、
好
き
で
し

た
、
若
い
頃
は
。

小
川
　
何
か
こ
れ
か
ら
お
や

り
に
な
ろ
う
と
考
え
て
い
る

こ
と
は
？

た
が
わ
　
陶
器
を
や
ろ
う
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
４
月

に
展
覧
会
を
や
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
ん
で
す
が
、
陶
器
は

飾
ら
な
い
で
、
う
ち
の
コ
ー

ス
の
料
理
を
食
べ
て
も
ら
っ

た
人
に
そ
の
器
を
使

っ
て
、

見
て
も
ら
う
と
い
う
ふ
う
に

す
る
の
で
、
気
が
つ
か
な
い

で
帰
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん

（笑
）
。
今
、
人
形
よ

り
も
そ
っ
ち
の
方
が

・
・
・
。

何
で
も
、
こ
う
い
う
も
の
を

作
ろ
う
と
思
っ
て
制
作
す
る

ま
で
が
楽
し
い
の
で
あ

っ

て
、
そ
れ
以
降
は
も
う
次
の

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
で

き
あ
が

っ
た
も

の
は
、
も

う
、
全
然
興
味
が
わ
か
な
い

ん
で
す
。

小
川
　
で
は
、
完
成
品
に
は

執
着
が
な
い
の
で
す
か
？

た
が
わ
　
あ
あ
、
あ
り
ま
せ

ん
ね
。
あ
ま
り
飾
り
ま
せ
ん

し
。
小
川
　
も
っ
た
い
な
い
感
じ

も
し
ま
す
け
れ
ど
。
で
も
、

何
か
作
る
と
い
う
こ
と
が
お

好
き
な
ん
で
す
ね
。

た
が
わ
　
や

っ
ぱ

り
何
か

作

っ
て
い
な
い
と
、
せ
っ
か

く
生
き
て
い
る
ん
で
す
し
、

死
ぬ
ま
で
は

（笑
）
。

能
津
美
津
子
　
人
形
達
展
、
ハ

ン
ズ
大
賞
な
ど
で
受
賞
し
た
人

形
作
家
。
　

ぬ
い
く
る
み
で
奇

想
天
外
な
コ
ラ
ー
ジ

ュ
的
な
作

品
を
制
作
。
現
在
は
制
作
を
し

て
い
な
い
。

大
学
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
　
大
阪
心

斎
橋
に
あ
る
眼
鏡
店
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
。
同
店
の
企
画
で
年
に
１

回
行
わ
れ
る
人
形
作
家

の
グ

ル
ー
プ
展
は
、
関
西
地
区
の
気

鋭
の
創
作
人
形
作
家
が
顔
を
並

べ
て
い
る
。

済
花
舎

（ゆ
う
け
や
）

大
阪
市
西
成
区
山
王
２
１
‐３
‐

‐８

（飛
田
本
通
商
店
街
）

８
　
０
六

・
六
三

一
・
八
三
〇

六

（午
後
五
時
～

一
一
時

・
日

曜
休
）

■
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
終
え
て

小
川
千
恵
子

人
と
話
を
す
る
の
は
あ
ま
り

好
ま
な
い
、
と
い
い
な
が
ら
、

人
形
だ
け
で
な
く，
、
イ
ラ
ス
ト
、

彫
金
、
陶
芸
、
絵
画
な
ど
次
々

に
多
才
な
表
現
活
動
を
展
開
す

る
た
が
わ
氏
は
、
本
質
的
に
は

非
常
に
饒
舌
な
人
な
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
食
事
、
酒
に
ま

で
至
る
自
分
に
関
わ
る
も
の
全

て
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
イ
ッ
ク

に
関
わ
る
彼
の
世
界
を
堪
能
す

る
に
は
済
花
舎
の
よ
う
な
空
間

が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
は
た

が
わ
氏
自
身
が

一
番
よ
く
知
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

完
成
し
た
作
品
に
は
執
着
せ
ず
、

淡
々
と
生
き
、
制
作
を
楽
し
む
。

特
に
主
張
も
な
い
よ
う
な
物
言

い
を
さ
れ
る
が
、
店
の
作
り
に

し
て
も
作
品
に
し
て
も
か
な
り

の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
る
。
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
あ
る
氏
の
仕
事
の
成

果
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま

で
だ
が
、
作
者
の
寡
黙
は
ミ
ス

テ
リ
ア
ス
な
作
品
の
魅
力
に
し

ば
し
心
を
沈
め
る
た
め
の
必
要

条
件
で
あ
る
。

3
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英
語
で
パ
ト
ロ
ン
の
言
葉
の

定
義
を
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、

今
日
の
意
味
に
お
い
て
は
よ
く

誤
解
さ
れ
る
よ
う

だ
。
芸
術
や

他
の
多
く
の
場
合
に
つ
い
て
考

え
る
と
、
豊
か
で
権
力
の
あ
る

イ
タ
リ
ア

・
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
期

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
こ
か
の
貴

族
が
、
当
時
の
絵
画
や
彫
刻
の

巨
匠
を
衣
食
住
に
お
い
て
世
話

を
し
た
こ
と
が
す
ぐ
に

連
想
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
の
貴
族
の
パ
ト
ロ
ン

よ
り
以
前
に
は
、
教
会
が
あ
っ

た
。
現
代
で
は
、
芸
術
家
は
主

に
地
域
や
国
の
政

府
、
組
織
な

ど
か
ら
助
成
を
受
け
て
い
る
。

彼
ら
は
そ
の
博
愛
精
神
よ
り
税

的
に
優
遇
さ
れ
、
市
民
と
そ
の

組
織

の
良
い
関
係
を
生
み
出
す

の
に
貢
献
す
る
◇

人
形
作
家
に
パ
ト
ロ
ン
は
い

る
の
だ
ろ
う
か
？
イ
エ
ス
。
女

優
の
デ
ミ

。
ム
ー
ア
や
作
家
の

ア
ン
ヌ

・
ラ
イ
ス

の
よ
う
に
裕

福
な
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
パ
ト

ロ
ン
は
、
才
能
の
あ
る
作
家
が

プ

ロ
と
し
て

一
日
中
制
作
に
集

中
で

き
る
よ
う
に
、
高
価
な
作

品
を
買
い
続
け
価
格
を
高
く
保

持
し
て
い
る
。

だ
が
、
少
な
く
と
も
ア
メ
リ

カ
で
は
、
財
政
的
な
支
援
を
す

る
こ
と
だ
け
が
コ
レ
ク
タ
ー
が

人
形
作
家
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
気

持
ち
を
表
す
手
段
で
は
な
い
。

彼
ら
は
作
家
と

一
緒
に
な
っ
て

一
般
大
衆
に
ド
ー
ル
ア
ー
ト
に

つ
い

て
教
え
、
色
々
な
方
法
で

作
家
を
援
助
し
て
き
た
。

私
は
ド
ー
ル
ア
ー
ト
の
パ
ト

ロ
ン
が
全
て
何
ら
か
の
組
織
に

属
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
印

象
を
与
え
た
い

の
で
は
な
い
の

だ
が
、
こ
こ
に
二
つ
の
プ

ロ
の

人
形
作
家
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
長
い
間
、
人

形
作
家
と
コ
レ
ク
タ
ー
の

相
互
依
存
を
認
め
、
共
に

会
員
を
増
や
し
て
き
た
。

事
の
発
端
は

一
九
六
三
年

の
全
米

ア
メ
リ
カ
人
形
作

家
協
会

（Ｚ
Ｈ＞
∪
＞

ニ
ア

ダ
）
が
コ
レ
ク
タ
ー
を
受

け
入
れ
、
そ
れ
を
パ
ト
ロ

ン
と
呼
ん
だ

こ

と
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
創
作
人
形

作
家
評
議
会

（〇
∪
＞
ｏ
＞

オ
ダ
カ
）
も
、
同
様
な
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
会
員
を
受
け

入
れ
た
。

多
く
の
コ
レ
ク
タ
ー
が
そ
れ
ぞ

れ
の
会
員
と
な

っ
て
い
る
。

今
年
、
エ
ル
シ
ー

・
オ
ア
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
ニ
ア
ダ
の

パ
ト
ロ
ン
ハ
ン
ド
ブ

ツ
ク
に
、

そ
の
役
割
に
つ
い

て
説
明
が
あ

る
の
で
、
こ
こ
で
は
ニ
ア
ダ
と

パ
ト
ロ
ン
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み

よ
う
。ハ
ン
ド
ブ

ツ
ク
は
バ
ー
バ

ラ

・
ス
テ
イ
カ
ー
に
よ
る

「パ

ト

ロ
ン
の
定
義
」

と
い
う

一

ペ
ー
ジ
を
含
ん
で
い
る
。

辞
書

に
よ
る
基
本
的
な
定
義
の
あ
と

彼
女
は
、
ニ
ア
ダ

の
パ
ト
ロ
ン

会
員
は
、
人
形
を
展
示
し
た
り
、

紹
介
す
る

た
め
の
プ

ロ
グ
ラ
ム

を
組
ん
だ
り
、
人
形
誌
に
記
事

を
書
い
た
り
、
作
家
を
励
ま
し

た
り
作
品
に
反
応
す
る
こ
と

な

ど
で
、
自
分
に
あ
っ
た
解
釈
を

す
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

最
初
の
頃
は
、
作
家
会
員
は

パ
ト
ロ
ン
が
何
で
あ
る
の
か
定

義
を
求
め
続
け
て
い
た
。
こ
の

ハ
ン
ド
ブ

ツ
ク
は

そ
れ
ら
の
う

ち
十
七
通
の
手
紙
を
紹
介
し
て

い
る
。
物
故
作
家
の
レ
ノ
ア

・

デ
イ
ビ
ス
は
、
ニ
ア
ダ
の
細
則

が
作

家
の
役
目
に
つ
い
て
詳
細

に
記
述
し
て
あ
る
の
に
パ
ト
ロ

ン
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
な
い
と

指
摘
し
た
。
作
家
の
多

く
は
ス

テ
イ
カ
ー
女
史
が
あ
げ
た
よ
う

な
援
助
と
同
じ
方
法
を
リ
ス
ト

に
あ
げ
、
そ
れ
に
友
情
に
つ
い

て
も
足
し

て
い
る
。

ス
ー
ザ
ン
・
ス
コ
ー
ギ
ン
は

「人
形
を
買
っ
て
く
れ
る
と
き
、

パ
ト
ロ
ン
は
お
金
以
上
の
も
の

を
与
え
て
く
れ

る
」
と
い
う
。

フ
ロ
イ
ド

・
ベ
ル
は

「パ
ト
ロ

ン
は
会
員
作
家
の
数
を
増
や
す

た
め
才
能
の
あ
る
作
家
に
つ
い

て
注
意
し
て
い
る
べ
き
だ
」
と

提
案
す
る
。
エ
ア
ダ

の
パ
ト
ロ

ン
が
国
内
外
に
広
が
り
、
こ
こ

数
年
何
人
か
の
会
員

作
家
が
引

退
し
た
り
亡
く

な
っ
た
り
、
多
く

の
積
極
的
な
作

家
が
萎
縮
し

つ

つ
あ

る
か
ら
に

は
特
に
、
パ
ト
ロ

ン

と
は
多
く
の

人
が
活
動
し
う

る
様

々
な
形
態

で
の
サ
ー
ビ

ス

と
な
る
の
だ
。

パ
ト
ロ
ン
は
人
形
を
買
う
こ

と
で
直
接
作
家
を
支
援
し
て
い

る
。
だ
が
こ
れ
は
基
本
的
な
役

割
で
は
な
い
。
実

際
ド
ー
ル

ア
ー
ト
の
ス
テ
イ
タ
ス
が
上
が

り
、
ニ
ア
ダ
と
人
形
雑
誌
や
出

版
社
の
努
力
の
成
果
の
た
め
、

結
果
的

に
人
形
の
価
格
が
劇
的

に
上
が
り
、
初
期
の
パ
ト
ロ
ン

は
活
動
的
な
会
員
作
家
の
作
品

を
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。

ま
た
、
作
家
は
美
術
館
や
美
術

画
廊
で
作
品
を
発
表
で
き
る
こ

と
か
ら
自
由
を
増
し
た
が
、
そ

の
テ
ー
マ

の
多
く
は
従
来
の
コ

レ
ク
タ
ー
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

な
い
。
エ
ア
ダ
で
は
全
て
の
パ
ト
ロ

ン
が
総
会
に
出
席
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
あ
る
人
は
時
々
、

あ
る
人
は
全
然

で
、
わ
ず
か
な

同
じ
顔
ぶ
れ
の
パ
ト
ロ
ン
が
来

る
年
も
来
る
年
も
プ

ロ
グ
ラ
ム

を
構
成
し
、
展
示
会
場
を
準
備

し
、　
く
じ
を
売
り
、
参
加
者
を

登
録
し
た
り
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
あ
る
パ
ト
ロ
ン
は
年
四
回

の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を

発
行
す

る
が
、
多
く
の
人
は
、
や
は
り

多
く
の
作
家
会
員
の
よ
う
に
沈

黙
し
て
い
る
。

人
形
収
集
の
歴
史
上
、
作
家

に
と
っ
て
遊
び
道
具
で
な
い
人

形
を
制
作
す
る
こ
と
は
勇
気
が

必
要
だ

っ
た
、
だ

が
そ
れ
は
そ

の
作
品
を
愛
で
る
新
し
い
コ
レ

ク
タ
ー
を
生
み
出
し
た
。
彼
ら

は
作
家
に
と
っ
て
単
な
る
コ
レ

ク
タ

ー
で
は
な
く
、
伝
道
師

や
、
教
育
者
、
促
進
者
で
あ
り
、

友
人
で
も
あ
る
。
彼
ら
は
こ
の

言
葉
が
意
味
す
る
全
て
に
お
い

て
、
ド
ー
ル
ア
ー
ト
の
パ
ト
ロ

ン
な
の
で
あ
る
。

写
真
上
　
ニ
ア
ダ
の
パ
ト
ロ
ン
会
員

の
レ
オ
ナ

・
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン

写
真
中
　
今
年
の
ニ
ア
ダ
に
出
品
さ

れ
た
リ
サ
・
リ
ヒ
テ
ン
フ
ェ
ル
の
新

作
ヽ
彼
女
は
今
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
…

で
パ
ト
ロ
ン
に
人
形
の
芸
術
性
の
定

義
に
つ
い
て
問
い
か
け
て
い
る

饉
蠅
燻
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お化け屋敷店長日記

第 3回 怒りの鉄拳
文・イラスト 摩宮ピノン

私
に
も
い
よ
い
よ
怒
り
の
鉄

拳
が
降
り
始
め
ま
し
た
。
私
は

い
わ
ゆ
る
ご
立
派
な
人
間
と
は

ほ
ど
遠
い
の
で
、
す
ば
ら
し
い

世
間
の
方
々
の
お
怒
り
は
人

一

倍
受
け
て
き

ま
し
た
。
昔
、
石

除
け
地
蔵
と
呼
ば
れ
て
た
こ
と

も
あ
る
く
ら
い
で
す
。

人
形
を
作
り
始
め
て
か
ら
何

力
月
も
し
な
い
う
ち
感
じ
た
の

は
、
絵
を
描
い
て
い
く
よ
り
も

も
っ
と
“
お
怒

り
”
は
多
い
ら

し
い
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
ず
、
人
形
自
体
が
嫌
い
だ
と

い
う
人
が
沢
山
い
る
こ
と
を
知

り

ま
し
た
。
ま
た
、
私
の
作
る

人
形
は
個
性
的
す
ぎ
た
り
、
怖

い
顔
だ

っ
た
り
、
エ
ッ
チ
だ

っ

た
り
す
る
の
で
余
計

で
す
。
私

は
主
人
と
喫
茶
店
を
や
っ
て
い

て
、
店
で
人
形
を
作

っ
て
い
る

の
で
人
目
に
触
れ
て
し
ま
う
機

会
が
多

い
の
で
す
。

イ
ラ
ス
ト
の
人
形
は
私
が

一

番
気
に
入

っ
て
い
る
人
形
で
、

イ
メ
ー
ジ

モ
デ

ル
は

ロ
ツ
ク

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
で
す
。
私
が

び

っ
く
り
す
る

く
ら
い
Ｂ
ｉ

ｇ

な
ロ
ッ
ク
界
の

石

除

け

地

蔵

で
、
私
は
フ
ア

ン
な
ん

で
す
。

（も
ち
ろ
ん
、
音

楽
が
好
き
な
ん

で
す
け
ど
。
）
だ
か
ら
こ
の
人
形

も
結
構
な
面
構
え
な
ん
で
す
ね
。

石
こ
ろ
が
千
個
あ
た
っ
て
も
不

死
鳥

の
よ
う

に
蘇

り
ま
す
、

き
っ
と
。

こ
の
子
を
作
っ
て
い
た
あ
る

日
、
久
し
ぶ
り
で
い
ら
し
た
常

連
の
五
十
代
の
お
客
様
が
私
と

こ
の
人
形
を
見
る

な
り
、
突
然

大
声
で
怒
り
だ
し
た
の
で
す
。

「
こ
の
人
形
は
怖
す
ぎ
る
よ
！
」

「作
っ
て
良
い
も
の
と
悪
い
も
の

が
あ
る
」

そ
の
後
も
何
か
言
っ

て
た
み
た
い
で
す
け
ど
、
と
り

あ
え
ず
“
石
”
に
な
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
最
後
に

一
言
だ

け

「ど
う
も
す
み
ま
せ
ん
」
と
は
言

い
ま
し
た
が
、
手
は
動
か
し
続

け
ま
し
た
。

そ
の
後
も
Ｏ
Ｌ
の

若
い
子
に

「黒
魔
術
で
す
か
？
」

と
聞
か
れ
た
り
、
入
店
し
て
き

た
と
た
ん
、
こ
の
人
形
に

釘
付

け
に
な
り

「
コ
ワ
ー
イ
ー
」
を

連
発
さ
れ
た
り
。
惚
れ
込
ん
で

く
れ
た
り
、
買
い
た
い
と
申
し

出
て
下
さ

っ

た
方
が

一
番
多

か
っ
た
の
も
こ
の
人
形
だ
け
ど
、

嫌
わ
れ
た
り
叱
ら
れ
た
り
も
こ

の
子
が
ダ
ン
ト
ツ
で
し
た
。

イ
ラ
ス
ト

で
は

こ
こ
ま
で

は
っ
き
り
と
好
き
嫌
い
が
あ
ら

わ
れ
る
事

っ
て
あ
り
ま
せ
ん
。

好
き
な
絵
を
誉
め
る

こ
と
は

あ

っ
て
も
嫌
い
で
怒

っ
た
り
さ

れ
る
こ
と
は
滅
多
に
な
い
と
思

い
ま
す
。
人
の
感
情
を
動
か
す

パ
ワ
ー
が

絵
と
は
ケ
タ
違
い
な

ん
で
し
ょ
う
。
人
形
作
り
し
て

る
限
り
、
強
力
な
怒
り
の
鉄
拳

は
こ
れ
か
ら
も
ば
ん
ば
ん
当

た

る
と
思
っ
て
ま
す
。

７
月
に
出
来
上
が

っ
た
こ
の

人
形
を
今
も
店
の

一
番
目
立
つ

席
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
横
座
り

に
さ
せ
て
い
ま

す
が
、
今
は
こ

の
子
を
悪
く
言
う
人
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
。
最
初
怖
が
っ
て

た
人
達
も

「だ
ん
だ
ん
優
し
い

顔

に
な
っ
て
い
く
」
っ
て
言
っ

て
く
れ
て
る
人
が
多
い
で
す
。

（自
分
が
見
慣
れ
て
い
る
だ
け
な

ん
で
す
よ
ね
）

つ
い
最
近
、
天
使
み
た
い
な

可
愛
い
人
畜
無
害
な
女
の
子
の

人
形
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
こ

の
子
は
確
か
に
怒

ら
れ
た
り
し

ま
せ
ん
。
で
も
あ
ま
り
誉
め
ら

れ
も
し
ま
せ
ん
。
私
の
愛
着
も

今

一
つ
で
す
。
二
体
飾

っ
て
あ

れ
ば

「な
ん
て
ス
テ
キ
ー
」
と

言
わ
れ
る
の
は
例
外
無
く
怖
い

顔
し
た
男
の
人
形
の
方
で
す
。

人
形
を
作
る
皆
さ
ん
、
ア
ー

テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
感
性
の
下

に
石
の
心
を
合
わ
せ
持
ち
ま

し
ょ
う
―
そ
う
し
な

い
と
、
今

に
新
し
い
も
の
は
何

一
つ
出
て

こ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
そ
う
―

―
　
そ
っ
ち
の
方
が
、
ず
―
っ
と

コ
ワ
ー
イ
の
で
す
！

Ｄ́

行けな<て残念 !

八木裕子さん (富山)

会員の方から展覧会のお知らせをいただきなが

塚野裕子さん (広島)

伽井丹爾さん (北海道)

ア トリエパフォス

(東京)

―
―
、
Ｎ

Ｎ＼

戸田和子さん (茨城 )

ヽ
ヽ
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らで写真を紹介させていただ

きます。
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連
載
第
七
回

スヽ
　
一獨
島
弘
太
郎

人
形
グ
ル
ー
プ
展
の
搬
入

を
先
程
終
え
、
い
つ
も
の
事

な
が
ら
人
形
の
展
示
の
難
し

さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。
年
に
数
回
は
こ
の
よ

う
な
展
示
が
あ
る

の
で
す

が
、
そ
の
度
毎
に
会
場
で
頭

を
抱
え
て
し
ま
い
ま
す
。
特

に
今
回
は
初
め
て
使
う
ギ
ャ

ラ
リ
ー
だ

っ
た
う
え
、
そ
れ

ぞ
れ
が
ど
の
よ
う
な
作
品
を

持
ち
込
む
の
か
打
ち
合
わ
せ

が
不
十
分
だ
っ
た
の
で
、
相

当
に
手
間
取
り
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
物

で
あ
れ
、

立
体
は
多
少
な
り
と
も
空
間

に
対
し
て
影
響
を
及
ば
し
ま

す
。
人
形
に
於
い
て
は
さ
ら

に
作
者
が
意
図
せ
ず
と
も
何

ら
か
の
意
味
内
容
を
伴

っ
て

空
間
を
支
配
す
る
の
で
、
グ

ル
ー
プ
展
な
ど

の
よ
う
に

違
っ
た
個
性
が
集
ま
る
場
所

で
は
、
時
と
し
て
展
示
が
う

る
さ
く
感
じ
ら
れ
る
事
が
あ

り
ま
す
。

作
品
と
し
て
ま
と
め
る
様

式
化
が
よ
り
高
く
な
る
に
つ

れ
て
完
成
度
も
高
く
大
人
し

く
な
る
の
が

一
般
的

で
す

が
、
従
来
の
規
範
に
当
て
は

ま
ら
な
い
実
験
的
な
物
の
持

つ
面
白
さ
を
期
待
し
て
こ
そ

の
グ
ル
ー
プ
展
で
す
か
ら
、

周
囲
に
波
及
し
干
渉
し
あ
う

よ
う
な
余
計
な
振
動
を
適
度

に
カ
ッ
ト
し
個
性
を
尊
重
し

あ
う
よ
う
に
す
る
事
が
、
こ

の
よ
う
な
展
示
の
難
し
さ
で

し
よ
う
。
隔
離
す
る
と
い
う

意
味
で
は
ケ
ー
ス
に
入
れ
て

し
ま
う
の
は
手
取
り
早
い
方

法
で
す
が
、
空
間
の
切
り
方

が
強
制
的
で
広
が
り
に
欠
け

る
の
で
あ
ま
り
用
い
ま
せ

ん
。
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く
限
ら

れ
て
い
る
状
況
で
周
り
の
影

響
か
ら
逃
れ
る
と
い
っ
た
逆

の
使
い
方
を
し
た
ほ
う
が
効

果
的
で
し
ょ
う
。
多
く
の
場

合
は
カ
ー
テ
ン
や
ボ
ー
ド
で

区
切
っ
た
り
、
独
立
し
た
展

示
台
や
個
別
の
ス
ポ

ツ
ト
ラ

イ
ト
で
各
々
の
作
品
が
占
め

る
空
間
を
仕
切

っ
た
り
す

る
、
よ
リ
ソ
フ
ト
な
方
法
を

選
び
ま
す
。

し
か
し
そ
れ
で
も
別
個
の

作
品
が

一
つ
の
空
間
に
混
在

す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
全
体

の
統

一
感
は
あ
る
程
度
損
な

わ
れ
て
し
ま
う
の
は
や
む
を

得
な
い
事
で
す
。
も
し
そ
れ

以
上
の
ま
と
ま
り
を
求
め
る

の
な
ら
、
共
通
の
テ
ー
マ
や

素
材
大
き
さ
な
ど
の
仕
様
を

細
か
く
統

一
す
る
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
は
自
由
な
発

想
と
挑
戦
的
な
試
行
を
期
待

す
る
人
に
は
あ
ま
り
押
し
付

け
た
く
な
い
規
格
な
の
で
、

結
局
い
つ
も
頭
を
悩
ま
す
事

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
点
い
つ
も
良
く
で
き

て
い
る
と
思
う
の
は
、
雛
壇

の
飾
り
方
で
す
。
あ
の
緋
毛

藍
は
い
う
な
れ
ば
開
か
れ
た

ケ
ー
ス
の
よ
う
な
も
の
で
、

全
体
と
し
て

一
つ
の
ま
と
ま

り
を
保
ち
周
囲
と

一
線
を
画

し
つ
つ
も
、
置
か
れ
た
空
間

に
柔
ら
か
く
浸
透
し
、
全
体

を
そ
の
雰
囲
気
に
包
み
込
ん

で
し
ま
い
ま
す
。

以
前
は
雛
祭
り
の
頃
に
な

る
と
家
中
の
人
形
を
種
類
の

別
無
く
雛
壇
の
下
段
に
飾
っ

た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
よ
う

な
懐
の
深
さ
も
生
活
に
根
付

い
た
伝
統

の
力

で
し

ょ
う

か
。
今
日
の
反
省
も
踏
ま
え

つ
つ
、
ぜ
ひ
次
の
展
示
の
際

に
は
参
考
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（人
形
作
家
）
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純和

エ
ル
ベ

・
プ
ー
ラ
ン
は
古
い

人
形
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
と
展
覧

会
を
、　
一
九
七
〇
年
代
に
初
め

て
開
催
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ

の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
パ
リ
で
著

名
な
ホ
テ
ル

・
ド
ゥ
ル
オ
で
行

わ
れ
た
。
私
達
が

「古
い
人
形
」

と
い
う
と
き
コ
レ
ク
タ
ー
や
愛

好
家
に
と
っ
て
、　
一
九
世
紀
末

期
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け

て
の
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
製
の

人
形
を
指
す
。
そ
れ
ら
は
ほ
と

ん
ど
が
革
や
関
節
の
ボ
デ
ィ
の

ビ
ス
ク
ド
ー
ル
で
あ
る
。
こ
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
そ
れ
ら
の

人
形
の
最
高
傑
作
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
し
、
世
界
中
の
偉
大

な
コ
レ
ク
タ
ー
と
出
会
う
こ
と

も
で
き
た
。
当
時
こ
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
人
形
と
玩
具
の
エ
ク

ス
ペ
ー
ル

（専
門
家
）
と
な

っ

た
の
は
、
著
名
な
デ
ィ
ー
ラ
ー

で
あ

つ
た
ア
ラ
ン

・
ル
ナ
ー
ル

で
あ
る
。
彼
の
没
後
、
主
催
者

の
プ
ー
ラ
ン
は
こ
の
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
し
ば
ら

く
中
止
し
た
。

一
九
九
〇
年
に
、
プ
ー
ラ
ン

は
ジ

ェ
ラ
ー
ル

・
エ
テ
ィ
エ
ン

ブ
レ
ツ
ド
と
い
う
Ｕ
Ｆ
Ｅ
に
所

属
し
て
い
た
古
い
人
形
の
専
門

家
に
出
会

っ
た
。
（Ｕ
Ｆ
Ｅ
と
は

非
常
に
有
名
な
フ
ラ
ン
ス
専
門

家
協
会
の
こ
と
で
あ
る
。
）
そ
し

て
現
代
作
家
の
人
形
も
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
紹
介
し
よ
う
と
い
う

ア
イ
デ
ア
も
生
ま
れ
た
。
そ
の

時
私
は
創
作
人
形
に
強
く
興
味

を
持
つ
人
物
と
し
て
、
よ
く
知

ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
私
は
現
代
作
家
の
人

形
の
エ
ク
ス
ペ
ー
ル
に
な
る
よ

う
に
頼
ま
れ
、
Ｕ
Ｆ
Ｅ
か
ら
も

同
じ
依
頼
を
受
け
た
。
私
は
最

高
の
作
品
を
選
び
、
フ
ラ
ン
ス

で
最
高
の
創
作
人
形
と
な
り
う

る
人
形
を
紹
介
す
る
こ
と
に
伴

う
リ
ス
ク
を
請
け
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か

っ
た
。
作
品
は
、

ま
ず

フ
ラ
ン
ス
で
制
作
さ
れ
た

人
形
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
他
の

地
域
か
ら
の
人
形
は
二
義
的
に

に
考
え
て
い
る
。
だ
が
フ
ラ
ン

ス
で
は
現
代
作
家
の
人
形
は
ほ

と
ん
ど
な
い
し
、
愛
好
家
の
数

も
決
し
て
多
く
な
い
。
作
家
は

組
織
さ
れ
て
い
な
い
し
、
公
の

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
現
代
作
家
の

人
形
を
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

私
に
は
、
リ
ス
ク
も
あ

っ
た
が

情
熱
も
あ
つ
た
。
そ
し
て
ア
ン

ヌ
・
ミ
ト
ラ
ニ
や
ア
ン
ス
ラ
ン
、

エ
ロ
イ
ー
ズ
と
い
っ
た
何
人
か

の
有
名
な
作
家
の
間
で
、
私
が

そ
の
作
品
に
特
別
に
興
味
を

持
っ
た
作
家
が
い
た
の
で
あ
る
。

彼
女
は
、
ご
く
少
数
の
作
家
や

パ
リ
の
装
飾
美
術
館
の
バ
ー
バ

ラ

・
ス
バ
ダ

ッ
チ
ー
ニ
に
し
か

知
ら
れ
て
い
な
い
無
名
の
作
家

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
私
が

「最

高
」
と
感
じ
た
そ
の
作
家
は
、

マ
ダ
ム

・
大
島
和
代
だ

っ
た
の

で
あ
る
。

大
島
和
代
は
日
本
に
生
ま
れ
、

家
族
と
共
に
パ
リ
に

一
四
年
間

暮
ら
し
て
い
て
、
普
通
の
綿
を

絹
で
覆
っ
た
非
常
に
個
性
的
な

人
形
を
作
っ
て
い
た
。
私
は
彼

女
に
、
将
来
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
作
品
を
発
表
す
る
気
は
な
い

か
尋
ね
た
。
彼
女
は
当
時
も

（今
も
）
、
非
常
に
完
成
度
の
高

い
作
品
を
年
に
四
、
五
～
六
体

く
ら
い
し
か
制
作
を
し
て
い
な

か
っ
た
。
た
と
え
彼
女
の
人
形

が
伝
統
的
な
技
法
や
高
価
な
ビ

ス
ク
ド
ー
ル
か
ら
か
け
離
れ
て

い
る
と
し
て
も
、
そ
し
て
フ
ラ

ン
ス
人
の
創
作
で
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
私
は
発
表
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。
敏
感

な
人
な
ら
誰
で
も
、
彼
女
の
作

品
を
正
当
に
評
価
す
る
だ
ろ
う

と
い
う
確
信
が
あ

っ
た
。
ま
た

別
の
面
で
、
彼
女
の
作
品
の
数

が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
向
い

て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
あ
る
。

彼
女
と
友
達
に
な
り
、　
一
九

九
〇
年
の
十
二
月
二
日
に
フ
ラ

ン
ス
で
最
初
の
シ
ョ
ー
と
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
を
行

っ
た
。
小
規
模

だ
が
選
り
抜
か
れ
た
現
代
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
ド
ー
ル
の
部
門
と
し

て
、
ミ
ト
ラ
ニ
、
ア
ン
ス
ラ
ン
、

エ
ロ
イ
ー
ズ
、
そ
し

て
大
島
和
代

の
紹

介
を
し
た
。
手
に
バ

ラ
の
花
を
持

つ
過

去

の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
少
女
を
描

い
た

大
島
和
代

の
作
品

を
最
初
に
買

っ
た

の
は
、
フ
ラ
ン
ス
人

の

コ

レ

ク

タ

ー

だ

っ
た
。

こ
れ
が
成
功

の

始
ま
り
だ

っ
た
。
私

達
は
こ
の
よ
う
な

オ
ー
ク
シ

ョ
ン
を

年
に
二
回
、
春
期
は
主
に
六
月
、

冬
期
は
十

一
月
か
十

二
月
に
ホ

テ
ル

・
ド

ゥ
ル
オ
で
開
催
し
て

い
る
。
こ
れ
は
カ
タ

ロ
グ

の
あ

る
信
望

の
高

い
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

と
し
て
、
古
い
人
形
と
と
も
に
、

有
名
作
家
や
新
進
作
家

の
現
代

創
作
人
形
を
展
示
し
続
け
て
い

る
。

な
ぜ
大
島
和
代
の
人
形
は
傑

作
で
あ
る
か

大
島
和
代
の
人
形
が
傑
作
で

あ
る
の
は
、
作
者
自
身
が
傑
出

し
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
彼
女
の
作
品

は
少
な
く
と
も
次
の
三
点
に
お

い
て
秀
逸
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、

技
術
、
美
学
、
芸
術
性
に
お
い

て
で
あ
る
。

技
術
的
な
観
点
か
ら
、
誰
も

が
最
初
に
そ
の
人
形
の
顔
、
ボ

デ
ィ
、
足
、
手
を
み
て
す
ぐ
に
、

す
み
ず
み
に
わ
た
る
造
形
の
正

確
さ
、
完
璧
さ
を
口
に
す
る
だ

ろ
う
。
シ
ョ
ー
の
ビ
ジ
タ
ー
も
、

彼
女
の
作
品
を
見
て
、
ど
う
し

て
そ
れ
だ
け
の
仕
事
が
た
だ
の

綿
と
絹
で
で
き
て
し
ま
う
の
か

不
思
議
だ
と
、
日
々
に
語
る
。

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
で
は
、
特
に
フ

ラ
ン
ス
で
は
、
美
し
い
人
形
は

主
に
ビ
ス
ク
ド
ー
ル
、
現
在
で

は
レ
ジ
ン
で
で
き
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
私
達
は
紙
や

布
製
の
人
形
の
習
慣
を
持
た
な

い
。
だ
が
彼
女
の
人
形
が
実
に

良
く
で
き
て
い
る
と
い
う
の
は

真
実
だ
。
他
の
作
品
も
そ
う
だ

が
、
何
の
支
え
も
な
く
た
つ
こ

と
の
出
来
る

「最
初
の

一
歩
」
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（彼
女
の
娘
の
純
和
の
赤
ち
や
ん

の
と
き
の
肖
像
人
形
で
あ
る
―

Ｄ
Ｆ
Ｊ
六
号
の
近
況
報
告
に
掲

載
）
や
、
手
を
後
ろ
に
組
み
横

を
向
く

「八
才
の
純
和
の
肖
像
」

（写
真
）
の
よ
う
な
平
衡
は
、
類

ま
れ
で
あ
る
。
「八
才
の
純
和
の

肖
像
」
は

一
九
九
三
年
七
月
八

日
の
シ
ョ
ー
で
参
観
者
よ
り
賞

賛
を
浴
び
、
そ
の
月
の

「ド
ゥ

ル
オ

・
ガ
ゼ

ッ
ト
」
の
表
紙
と

し
て
撮
影
さ
れ
た
。
だ
が
、
こ

れ
ら
の
人
形
の
技
術
的
な
完
璧

さ
の
考
察
に
同
意
は
す
る
が
、

私
に
と
っ
て
そ
れ
は

一
番
重
要

な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

美
学
、
芸
術
的
観
点
が
、
私

が
本
当
に
興
味
を
持
つ
点
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
彼
女
の
作
品
は

子
供
時
代
や
女
性
ら
し
さ
に
お

け
る
、
と
て
も
優
雅
で
確
か
な

何
か
を
表
象
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
あ
る
。
彼
女
の
作

品
の
多
く
は
、
娘
の
純
和
の
肖

像
で
あ
る
。
今
は
遠
く
な
っ
て

し
ま

っ
た
娘
の
幼
児
期
の
異
な

る
年
齢
の
思
い
出
か
ら
作
品
は

生
ま
れ
る
。
「最
初
の

一
歩
」
を

見
れ
ば
、
子
供
の
柔
ら
か
な
肌

を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
。
彼

女
の
人
形
は
写
真
に
準
ず
る
ほ

ど
の
リ
ア
ル
さ
を
目
標
と
し
て

い
る
。
「女
」
の
座
像
で
は
、
女

性
の
奔
放
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
作
品
は

一
九
九

五
年
十

二
月
に
パ
リ

の
ホ
テ

ル

・
ド

ゥ
ル
オ

で
の
次

回
の

プ

ー

ラ

ン

・
ア
ン
ド

・
ル

・

フ
ュ
ー
ル
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

紹
介
さ
れ
る
。
大
島
和
代
の
肖

像
人
形
は
非
常
に
リ
ア
ル
だ
が
、

同
時
に
詩
情
が
あ
る
。
水
彩
画

家
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
の
色
の

調
和
、
デ
ザ
イ
ン
の
正
確
さ
が

彼
女

の
作
品
を
展
開
さ
せ
る
。

表
現
の
正
確
さ
と
詩
情
は
芸
術

と
し
て
の
中
心
的
性
質
で
あ
る
◇

記
録
の
た
め
の
肖
像
や
単
純
に

技
術
的
な
挑
戦
を
す
る
と
い
う

こ
と
か
ら
か
け
離
れ
て
、
彼
女

の
作
品
は
古
典
芸
術
の
平
衡
性

に
達
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ

彼
女
の
作
品
を
見
て
も
飽
き
る

こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
、
彼
女

の
作
品
が
何
故
傑
出
し
て
い
る

か
と
い
う
理
由
を
、
ま
さ
し
く

言
い
直
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

人
形
は
優
雅
だ
が
、
仕
事
は
力

強
い
。
お
そ
ら
く
私
達
は
彼
女

の
作
品
の
平
衡
性
を
、
禅
の
陰

陽
の
対
比
と
比
較
す
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う

‥
内
容
が
陰
で

で
、
表
象
と
し
て
の
作
品
が
陽

で
あ
る
よ
う
に
。

大
島
和
代
の
人
形
の
洗
練

さ
れ
た
シ
ン
プ
ル
さ
、
そ
の

「東
西
融
合
」
の
ス
タ
イ
ル

私
が
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
人
形

を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
、

優
れ
た
コ
レ
ク
タ
ー
は
人
形
の

質
を
見
極
め
る
の
に
長
い
時
間

を
か
け
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
を
確
信
し
て
い
た
。
実
際
、

子
供
時
代
の
テ
ー
マ
ば
か
り
が

コ
レ
ク
タ
ー
や
愛
好
家
に
喜
ば

れ
る
と
き
に
は
、
作
品
を
現
代

的
に
す
る
た
め
に
テ
ー
マ
や
ス

タ
イ
ル
に
お
い
て
独
創
的
、
特

徴
的
な
面
を
見
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
彼
女
の
場
合
、
そ

れ
は
日
本
と
フ
ラ
ン
ス
の
文
化

を
融
合
し
た
テ
ー
マ
を
意
味
す

る
。
す
な
わ
ち
日
本
の
技
術
的

な
背
景
と
東
洋
の
精
神
的
な
面

を
も
ち
な
が
ら
、
そ
こ
に
合
理

性
で
審
美
的
な
フ
ラ
ン
ス
の
ス

タ
イ
ル
を
導
入
す
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
そ
れ
を
、
こ
こ
で
掲

げ
る

「ブ
リ

ュ
ー
を
抱
く
日
本

の
少
女
の
肖
像
」
（
一
九
九
五
年

七
月
十
四
日
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に

出
品
）
で
は

っ
き
り
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
（あ
る
ス
イ
ス
人

が
こ
の
ブ
リ

ュ
ー
を
本
物
だ
と

信
じ
て
入
札
を
希
望
し
た
―
）

こ
こ
で
明
ら
か
に
し
た
い
の
は
、

大
島
和
代
は
本
物
の
ブ
リ

ュ
ー

の
人
形
を
手
に
し
た
こ
と
が
な

い
こ
と
だ
。
彼
女
が
持

っ
て
い

た
の
は
写
真
と
、
フ
ラ
ン
ス
の

古
い
人
形
で
は
い
か
に
マ
ー
ク

が
重
要
か
と
い
う
印
象
だ
け
で

あ

っ
た
。
こ
の
シ
ョ
ー
で
は
、

誰
も
が
こ
の
小
さ
な
少
女
の
優

雅
さ
と
本
物
と
間
違
う
ほ
ど
の

人
形
を
賞
賛
し
た
。
私
が
話
し

た
ほ
と
ん
ど

の
ビ
ジ
タ
ー
が

「最
初
の

一
歩
」
の
リ
ア
リ
ズ
ム

と
、
こ
の
少
女
の
優
雅
さ
の
ど

ち
ら
か
を
選
ば
な
く
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
非
常
に
戸
惑
い
を

感
じ
て
い
た
。

と
て
も
有
名
で
重
要
な
コ
レ

ク
タ
ー
が
ア
メ
リ
カ
の
女
優
、

デ
ミ

ｏ
ム
ー
ア
で
あ
る
。
彼
女

は
現
代
創
作
人
形
の
最
高
品
を

欲
し
て
お
り
、
マ
ダ
ム
大
島
の

主
要
な

コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

パ
リ
の
装
飾
美
術
館
、
ス
イ
ス

の
ス
タ
イ
ン

・
ア
ム

・
ラ
イ
ン

美
術
館
も
こ
の
作
家
に
早
く
か

ら
関
心
を
寄
せ
、
多
く
の
愛
好

家
が
い
く
つ
か
の
作
品
を

一
度

に
欲
し
が
っ
て
い
る
。
彼
女
の

人
形
を
評
価
す
る
人
は
人
形
愛

好
家
だ
け
で
は
な
い
こ
と
も
明

ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

私
の
側
か
ら
言
え
ば
、
彼
女

の
人
形
を
発
表
す
る
の
は
嬉
し

い
こ
と
だ
。
私
は
こ
こ
に
掲
げ

る

「小
さ
な
犬
と
座
る
少
女
の

肖
像
」
（
一
九
九
四
年
三
月
二
六

日
出
品
）
が
特
に
好
き
だ
。
マ

ダ
ム
大
島
は
こ
の
作
品
を

一
九

九

一
年
十
二
月
六
日
の
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
の
た
め
に
制
作
し
た
。

最
後
に
私
が
こ
の
文
章
を
書

い
た
目
的
を
繰
り
返
す
な
ら
ば
、

彼
女
の
人
形
は
単
に
、
可
愛
く

良
く
で
き
て
い
る
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
本
物
で
、
深
く
て
、
美

し
い
芸
術
的
な
仕
事

で
あ
り
、

現
代
の
国
際
的
な
文
化
を
包
括

し
て
い
る
の
だ
と
い
い
た
い
こ

と
な
の
で
あ
る
。
彼
女
の
作
品

は
究
極
の
シ
ン
プ
ル
を
め
ざ
し
、

そ
こ
に
確
か
に
到
達
し
た
の
で

あ
る
。

大
島
和
代
の
作
品
の
サ
イ
ズ
に
つ
い

て
。
多
く
の
作
品
は
高
さ
３５
ｃｍ
か
ら

５０
ｃｍ
で
あ
る
が
、
１２
ｃｍ
か
ら
９０
ｃｍ
の

作
品
も
こ
な
す
。
（こ
こ
の
作
品
タ
イ
ト
ル

は
筆
者
原
文
の
訳
悟
で
あ
り
、
大
島
氏
自
身
に

よ
る
タ
イ
ト
ル
は
写
真
横
に
掲
載
し
た
。
）

「女
」
“
ｃｍ
ｏ

「プ
リ
ュ
ー
を
持
つ
肖
像
」

Ю
ｃｍ

（人
形
１２
ｃｍ
）

「
八
才
の
純
和
の
肖
像
」

″

ｃｍ

「犬
と
座
る
少
女
の
肖
像
」
３５
ｃｍ

「着
物
で
座
り
込
む
純
和
の
肖
像
」

ｒ
Ｏ

ｍ

，
』

Ｃ‐

着物の純和

オークション問合せ先

ETUD=HERVE POULAIN ET REMY LE F∪ R

20,rue de Provance,75009 Paris,France

次回のオークションは :展示 12月 20日 、

オークション 12月 21日
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東京都国際平和文化交流基金助成事業

日米 ドールアー ト
文化交流事業

NIADA前会長ヘ レン キツシユの作品

日
本
と
欧
米
間
の
ド
ー
ル
ア
ー

ト
の
交
流
が
皆
無
に
等
し
か
っ
た

現
状
か
ら
、
何
と
か

一
歩
を
踏
み

出
そ
う
と
、　
ド
ー
ル

・
フ
ォ
ー
ラ

ム

・
ジ
ャ
パ
ン
が
主
催
し
東
京
国

際
交
流
財
団
の
助
成
を
受
け
た

「日
米
ド
ー
ル

ア
ー
ト
文
化
交
流
事

業
」
に
は
、
ド
！
ル

・
フ
ォ
ー
ラ

ム

・
ジ
ャ
バ
ン
事
務
局
長
の
小
川

千
恵
子
の
他
、
和
紙
人

形
作
家
の

中
西
京
子
、
創
作
ビ
ス
ク
ド
ー
ル

作
家
の
三
輪
輝
子
、
オ
ブ
ジ
ェ
風

の
ク
レ
イ
ド
ー
ル
作
家
の
さ
と
う

そ
の
子
ら
４
名
が
参
加
、
約
二
週

間
に
わ
た
リ
シ
ア
ト
ル
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を

尋
ね
た
。

（文
中
敬
称
略
）

シ
ア
ト
ル

ロ
ザ
リ
ー
ワ
イ

エ
ル
人
形
美

術
館シ
ア
ト
ル
の
郊
外
に
あ
る
ロ

ザ
リ
ー
ワ
イ
エ
ル
人
形
美
術
館

は
設
立
さ
れ
て
間
も
な
い
が
、

そ
の
豊
富
な
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
と

美
し
い
展
示
は
知
名
度
が
高

い
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
全
て
館

長
の
所
有
で
あ
る
。

貴
重
な
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
ド
ー
ル
を
中
心
に
、

ド
ー
ル

ハ
ウ

ス
や
量
産

の
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
ド
ー
ル
、　
現
代
人

形
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
充
実
し

て
お
り
、
現
代
人
形
に
関
し
て

は
今
世
紀
の
傑
作
と
さ
れ
る
リ

サ

・
リ
ヒ

テ
ン
フ
ェ
ル
、
シ
ュ

ロ
ツ
ト
他
多
く
の
作
家
の
代
表

作
が
さ
り
げ
な
く
展
示
し
て
あ

る
。　
一
行
は
ワ
イ
エ
ル
館
長

と

歓
談
、
日
本
の
現
代
の
状
況
を

説
明
し
た
り
し
て
、
今
後

の

ド
ー
ル
ア
ー
ト
の
発
展
の
た
め

に
こ
れ
か
ら
も
連

絡
を
取
り
合

い
、
情
報
交
換
を
し
て
い
く
こ

と
を
約
束
し
た
。

■
■
■

ウ
タ

・
プ
ラ
ウ
ザ
ー
に
説
明
を
受
け
る
三
作
家

る
ほ
か
、
ド
ー
ル
ア
ー
ト
を
扱

う
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
尋
ね
た
。

ま
た
画
材
店
で
、
日
本
に
馴

染
み
は
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
で

よ
く
使
わ
れ
る
人
形
製
作
用
の

素
材
や
材
料
に
つ
い
て
フ
レ
ツ

チ
ャ
ー
氏
よ
り
説
明
を
受
け
、

研
究
や
参
考
の
た
め
に
購
入
を

し
た
。

フ
ィ
ラ
デ

ル

フ
ィ
ア

ニ
ア
ダ

・
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン

シ
ェ
ラ
ト
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ヒ
ル
を
会
場
に
七
月
二
六
日
よ

り
三
〇
日
ま
で
開
催
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
朝
早
く
は

八
時
か
ら
、

夜
は

一
一
時
頃
ま
で
ぎ

っ
し
り

の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
あ
る
。
二

ア
ダ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の
人
形

作
家

が
芸
術
的
な
人
形
の
社
会

的
な
認
識
の
向
上
を
目
指
し
て

約
二
〇
年
前
に
設
立
さ
れ
た
組

織
だ
が
、
そ
の
会
員
作

家
に
な

る
審
査
は
厳
し
く
、
現
在
で
も

会
員
作
家
は
五
十
余
名
し
か
い

な
い
。
か
っ
て
は
世
界
最
大
の

人
形
愛
好

家
の
組
織
Ｕ
Ｆ
Ｄ
Ｃ

に
属
し
て
い
た
が
、
そ
の
先
鋭

的
な
意
識
に
よ
り

一
般
志
向
の

強
い
Ｕ
Ｆ
Ｄ
Ｃ
よ
り
離
脱
、
少

数
な
が
ら
西
欧
に
お
い
て
は
最

高
レ
ベ
ル
の
作
家

の
組
織
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
カ
ン
フ
ァ

ラ
ン
ス
に
は
ア
メ
リ

カ
を
代
表

す
る
作
家
が
年
に
１
度
集
ま
る

た
め
、
世
界
か
ら
意
識
の
高
い

人
形
関
係
者
が
例
年
の
よ
う
に

参
加
し
、
交
流
し
て
い
く
。

プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
予
約

制
の
講
習
会
や
公
開
講
義
、
議

論
な
ど
に
分
か
れ
て
い
る
。

講
義
は
ス
ラ
イ

ド
に
よ
る
も
の

が
多
い
。
小
川
は
今
回
の
カ
ン

フ
ァ
ラ
ン
ス
で
大
会
委
員
長
よ

り
請
わ
れ
て
、
日
本
の

「
ド
ー

ル

・
ア
ー
ト

・
イ
ン

・
ジ
ャ
パ

ン
」
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
ア

ロザリー・ワイエル人形美術館 (シアトル)
1995年 7月 20日 ～8月 1日

文 ドール・フォーラム・ジャバン事務局長 小川千恵子
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ワ
イ

エ
ル
館
長
を
囲
ん
で
　
左
か
ら
中
西
京

子
、
館
長
、
小
川
千
息
子
、
三
輪
輝
子
、
さ
と

う
そ
の
子

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

人
形
作
家
の
ア
ト
リ
エ
訪
問

グ
リ
ニ
ツ
ジ
ビ
レ
ツ
ジ
に
あ

る
ウ
タ

。
ブ
ラ
ウ
ザ
ー
の
ア
ト

リ
エ
を
尋
ね
、　
一
行
は
人
形
の

作
り
や
工
程
、
最
新

作
を
気
の

済
む
ま
で
見
学
し
、
質
問
を
し

た
。
プ
ラ
ウ
ザ
ー
は
ど
の
よ
う

な
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
く

れ
た
。
ま
た
参
加
者
の
作
品
の

写
真
を
見
て

「
こ
の
よ
う
な
日

本
の
作
家
が
ア
メ
リ
カ
の
人
形

界
を
明
る
く
照
ら
し
て
新

し
い

可
能
性
を
も
た
ら
し
て
欲
し

い
」
と
語
っ
た
。
こ
こ
か
ら

一

行
に
中
西
京
子
の
弟
子
で
あ
っ

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
の
和
紙

人

形

作

家

ダ

ン

・
フ
レ

ツ

チ

ャ
ー
が
同
行
し
た
。
元
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
の
ダ
ン
サ
ー
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
の
持
ち

主
で
、
独
得
の
肉
体
観
察
の
視

点
を
も
ち
日
本
の
芝
居
の
登
場

人
物
の
人
形
を
制
作
す
る
。
大

変
な
日
本
通
で
、
材
料
の
和
紙

を
縮
緬
加
工
す
る
技
術
を
習
得

し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
、
他
に
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
や
工
芸
美
術
館
を
見
学
す

プログラムを行う小川 (左)と リスフェル ド純子
日本作家の展示をつぶさに観察する参加者

Ｆ
Ｆ
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新会長のロバー ト・ トナーの作品

メ
リ
カ
在
住
の
人
形
作
家
リ
ス

フ
ェ
ル
ド
純
子
さ
ん
の
協
力
を

得
て
現
代
作
家
の
作
品
を
紹
介

し
た
。
日
本
の
現
代
作
家
の
活

動
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
深
く
関

心
を
持
た

れ
て
い
た
の
に
き
ち

ん
と
紹
介
さ
れ
た

こ
と
が
な

か
っ
た
だ
け
に
反
響
も
大
き
く
、

カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
の
参
加
者

の

ほ
と
ん
ど
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
出
席
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
、

小
川
は
三
七
人
の
日
本
人
作
家

に
依
頼
し
、
総
数

一
五
〇
枚
ほ

ど
の
ス
ラ
イ
ド

を
集
め
、
そ
の

中
か
ら
合
計
八
〇
枚
あ
ま
り
を

紹
介
し
た
。
同
時
に
特
別

に

テ
ー
プ
ル
を
用
意
し
て
も
ら
い
、

日

本
か
ら
の
三
作
家
の
作
品
と

資
料
を
展
示
し
た
。
プ

ロ
グ
ラ

ム
終
了
後
も
展
示
品
の
撮
影
や

個
人
的
な
質
問
で
参

加
者
の
多

く
が
会
場
を
な
か
な
か
離
れ
な

か

っ
た
。
そ
の
後
、
会
場
の
ホ

テ
ル
で
会
う
参
加
者
ご
と
に
プ

ロ
グ
ラ

ム
に
対
す
る
賛
辞
を
頂

い
た
。

参
加
作
家
の
感
想

三
輪
輝
子

以
前
か
ら
聞
い
て
は
い
た
の

で
す
が
、
日
本
と
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
形
に
対
す
る

レ
ベ
ル
の
差
と
い

う
か
、
意

識
、
技
術
、
文
化
の
差
を
感
じ

ま
し
た
。
日
本
で
も
昔
、
家
が

広
か
っ
た
頃
は
市
松
人
形
が
あ

り
ま
し

た
が
、
い
つ
の
間
に
、

飾
る
余
裕
も
な
く
電
化
製
品
で

溢
れ
て
今
は
精
神
的
に
は
と
て

も
貧
し
い
と
思
い
ま
す
。

ア
メ

リ
カ
の
作
家
の
作
品
に
つ
い
て

は
、
正
に
ド
ー
ル
ア
ー
ト
、
芸

術
の
世
界
で
、
人
形
と
い
う
形

を
取
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

さ
と
う
そ
の
子

ア
メ
リ
カ
の
作
家
の
人
形
に

つ
い
て
は
、
ど
こ
の
国
も

一
緒

だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
だ
か
ら
す
ご
い

ん
だ
と
思
い

過
ご
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
日
本
の
作
家
、
も
の
作

り
の
人
た
ち
の
技
術
も
上
が
っ

た
の

で
し
ょ
う
。
た
だ
表
現
の

方
法
が
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
楽

し
か
っ
た
で
す
。
体
の
動
き
や

顔
の
表
情
が
で
て
い
て
、

作
家

の
個
性
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

中
西
京
子

日
本
の
国
内
で
も
人
形
作
家

た
ち
は
自
分
の
制
作
す
る
人
形

の
分
野
に
つ
い
て
は
関
心
を
寄

せ
ま
す
が
、
素
材

が
異
な
る
と

自
分
た
ち
と
は
違
う
た
も
の
と

受
け
と
め
が
ち
で
、
と
も
す
れ

ば
視
野
が
狭
く
な
り
が
ち
で
す
。

人

形
の
世
界
を
も
っ
と
広
く
大

き
く
、
見
直
す
機
会
を
今
回
ニ

ア
ダ
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
自

分
の
心
に
深
く
持
ち

帰
る
こ
と

が
出
来
た
事
を
幸
運
に
思
い
ま

す
。
ド
ー
ル

・
フ
ォ
ー
ラ
ム

・

ジ
ャ
バ
ン
の
小
川
千
恵
子
さ
ん

が
日
米

ド
ー
ル
ア
ー
ト
の
文
化

交
流
を
積
極
的
に
押
し
進
め
、

日
本
の
作
家
の
現
状
と
紹
介
を

ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
こ

と
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
頭
が
下
が
る

思
い
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ド
ー

ル
ア
ー
チ
ス
ト
達
が
お
そ
ら
く

は
初
め
て
接

す
る
で
あ
ろ
う
日

本
の
人
形
の
世
界
。
こ
の
交
流

が
ス
ラ
イ
ド
で
は
な
く
実
物
の

多
く
の
人
形
た
ち
で
出
来
る
日

が
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
＊
事
業
に
参
加
す
る
ま
で
親
交

の
全
く
な
か
っ
た
３
人
の
作
家

だ
が
、
こ
の
旅
行
を
機
会
に
非

常
に
親
密
に
な

っ

た
。
帰
国
後

行

っ
た
反
省
会

で
は
、

こ
の
よ

う
な
集
ま
り
を
継
続
し
て
持
ち
、

交
流
会
と
し
て
輪
を
広
げ
発
展

さ

せ
、
い
ず
れ
は
日
本

で
ニ
ア

ダ

の
よ
う
な
大
会
に
発
展
さ
せ

た
い
と
い
う
意
見
で
全
員

一
致

し
た
。

余
談
だ
が
小

川
千
恵

子
は
、

ニ
ア
ダ

前
年
度

会

長

の

ヘ
レ

ン

・
キ

ツ
シ

ュ
の
推
薦
を
受
け
、

パ
ト

ロ
ン
会
員
選
定

の
選
挙

に

立
ち
、
有
効
投
票
を
得

て
日
本

人

で
初
め
て
の
パ
ト

ロ
ン
会
員

と
な

っ
た
。

ニ
ア
ダ

の
パ
ト

ロ

ン
制
度

に

つ
い

て
は

一
四
頁

「ゲ
イ
ル
か
ら
の
手
紙
」
を
参
照

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

●
人
形
誌
の
コ
メ
ン
ト
か
ら

「ド
！

ル
ズ
」

一
一
月
号

（三
作
家
と
リ
ス

フ
ェ
ル
ド
純
子
さ
ん
の
作
品
の
写
真

入
り
で
）

「今
回
の
ニ
ア
ダ
の
大
会

で
日
立
っ
た
の
は
、
現
代
日
本
作
家

に
焦
点
を
当
て
た
特
別
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。
ド
ー
ル
・
フ
ォ
！
ラ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
の
小
川
千
恵
子
と
人
形
作

家
の
リ
ス
フ
ェ
ル
ド
純
子
が
日
本
の

ド
ー
ル
ア
ー
ト
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介

し
た
。
同
行
し
た
二
人
の
作
家
、
中
西

京
子
、
三
輪
輝
子
、
さ
と
う
そ
の
子
が

作
品
を
展
示
し
た
」
こ
の
他
、
「ド
ー

ル
リ
ー
ダ
ー
」
誌
は
、
中
西
京
子
さ
ん

の
特
別
記
事
を
掲
載
し
た
号
で
編
集

長
の
コ
メ
ン
ト
で

ニ
ア
ダ
の
日
本
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
ふ
れ
た
。
同

誌
で
は
来
年
二
月
号
に
今
回
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
元
に
日
本
作
家
の
紹
介
記

事
を
特
集
す
る
。
記
事
は
小
川
千
恵

子
が
執
筆
し
た
。
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DFJ活動報告
指
導
を
す
る
黒
川
さ
ん

右

去
る
十
月
の
三
回
の
日
曜
日
を
使
っ
て
、
ミ
ワ

・

ド
ー
ル
に
お
い
て
ド
イ
ツ
か
ら
の
新
素
材
サ
ー
ニ
ッ

ト
の
集

中
講
習
会
を
行
っ
た
。
講
師
に
は
ア
メ
リ
カ

と
香
港
で
活
躍
す
る
ド
ー
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
黒
川

早
恵
美
さ
ん
を

迎
え
た
。
最
初
は
紙
粘
土
で
制
作
を

し
て
い
た
黒
川
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
で
サ
ー
ニ
ッ
ト

に
出
会
い
、
そ
の
質
感

に
ひ
か
れ
技
術
を
独
自
に
習

得
し
た
。
特
に
、
肌
の
リ
ア
ル
さ
や
し
わ
、
血
管
な

ど
の
描
写
に
優
れ
て
い
る
と
い

い
、
自
作
の
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
を
披
露
し
た
。
洋
人
形
の
リ
ア
ル
さ
を
求

め
る
人
に
は
是
非
勧
め
た
い
素
材
だ
と
語
る
。
　
参

加
者
の
関
心
は
高
く
、
遠
方
で
は
金
沢
や
広
島
か
ら

泊
ま
り
が
け
の
参
加
者
も
い
た
。
ま
た
レ
ベ
ル
も
高

く
、
プ

ロ
の
作
家
も
珍
し
く
な
か
っ
た
の
で
、
す
ぐ

に
技
術
を
も
の
に
し
、
作
品
を
作
り
出
せ
そ
う
な
人

も
多
か
っ
た
。
　
よ
く
使
わ
れ
る
紙
粘
土
や
石
塑
等

の
空
気
乾
燥
の
粘
土
と
異
な
る
サ
ー
ニ
ッ
ト
の
特
長

は
、
な
れ
れ
ば
手
早
く
完
成
品
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
だ
。
オ
ー
プ
ン
で
焼
く
ま
で
は
柔
ら

か
さ
を
保
ち
、
焼
成
は
家
庭
用
の
オ
ー

ブ
ン

で
百
度
程
の
温
度
で
十
～
二
十
分
で
よ
い
。

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
汚
れ
や

埃
が
つ
き
や
す

い
の
で
、
常
に
作
業
台
と
手

は
清
潔
に
し
、
け
ば
だ

っ
た
服
を
着
な
い
こ

と
だ
。
ま
た
整
形
は
指
先
で
し
よ
う
と

せ
ず

に
、
基
本
と
し
て
は
何
種
類
か
の
道
具
を
あ

わ
せ
て
使
う
か
、
指
の
腹
な
ど
で
行
う
。
焼

く
温
度
や
時
間
を

過
度
に
す
る
と
、
有
毒
ガ

ス
が
で
る
の
で
、
焼
成
時
は
オ
ー
プ
ン
か
ら

離
れ
ず
に
、
時
間
と
温
度
に
注
意
す
る
。

注
意
す
る
べ
き
点
を
守
れ
ば
、
サ
ー
ニ
ツ
ト

は
リ
ア
ル
な
肌
の
質
感
を
出
せ
る
ュ
ニ
ー
ク

な
素
材
で
、
欧
米
で

も
シ
ュ
ロ
ッ
ト
な
ど
こ

れ
を
好
ん
で
使
う
作
家
が
多
い
。

参
加
者
の
希
望
か
ら
、
一
月
に
難
度
の
高

い
手

・
足
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
。
自
分
の
持
っ
て
い
る

技
術
と
知
識
を
惜

し
み
な
く
親
身
に
教
え
て
く
れ
る
講
師
の
黒

川
さ
ん
も
参
加
者
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
。

初
め

て
の
受
講
の
人
は
事
前
に
サ
ー
ニ
ッ
ト

に
な
れ
る
た
め
の
顔
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
の

受
講
が
望
ま
れ
る
。
問
い
合

わ
せ

・
申
し
込

み
は
ミ
ワ
・
ド
ー
ル
ま
で
。
（三
頁
参
照

。
問

い
合
わ
せ
は
Ｄ
Ｆ
Ｊ
事
務
局
で
も
う
け
て
い

ま
す
。
）

■
は
じ
め
ま
し
て
、

ス
ペ
イ

ン

・
バ
ル
セ
ロ
ナ
在
住
の
寺
下

で
す
。
こ
こ
何
年
も
生
活
の
た

め
の
仕
事

（職
業
訓

練
校
講
師

と
映
画
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
ス

ペ
シ
ャ
ツ
ル
・
エ
フ
ェ
ク
ト
ス
）

が
忙
し
く
人
形
制
作
が
ス
ト
ッ

プ
し

て
い
ま
す
。
で
も
毎
回
送

ら
れ
て
く
る
Ｄ
Ｆ
Ｊ
を
読
ん
で

る
と
制
作
意
欲
が
沸
い
て
き
て
、

何
と
か
時
間
を
作

っ
て
ま
た
制

作
を
始
め
よ
う
と

い
う
気

に

な

っ
て
き
ま
し
た
。
さ
て
、
ス

ペ
イ
ン
の
事
で
ボ
ク
が
知

っ
て

い
る
こ
と

を
少
し
書
い
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
、
日
本

で
い
う
創
作
人
形
の
よ
う
な
形

は
存
在
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

ボ
ク
が
住
ん
で
い
る
バ
ル
セ
ロ

ナ
で
は
、
お
祭
り
に
使
う
カ
ッ

プ
グ
ロ
ス
と
呼
ば
れ
る
張
り
ば

て
の
巨
大
な
マ
ス
ク
や
ジ
ユ
ガ

ン
ツ
と
い
う
五
メ
ー
ト
ル
近
く

あ
る
大
き
な
張
り
ば
て
人
形
が

伝
統
工
芸
と
し
て
あ
り
、
そ
れ

ら
を

作
る
職
人
や
グ
ル
ー
プ
が

各
自
活
動
し
て
た
り
、
バ
レ
ン

シ
ア
の
火
祭

（
フ
ァ
ー
ジ
ャ
）

の
職
人
達

（数
十
メ
ー

ト
ル
も

あ
る
張
り
ば
て
人
形
を

一
年
か

け
て
作
る
）
の
が
伝
統
工
芸
と

い
う
形
で
残

っ
て
い
ま
す
。
も

う
九
年
も
日
本
に
帰

っ
て
お
ら

ず
、
日
本
の
創
作
人
形
界
の
情

報
も
ま

っ
た
く
途
絶
え
て
い
た

時
に
Ｄ
Ｆ
Ｊ
に
め
ぐ
り
あ
え
た

こ
と

は
ボ
ク
に
と
っ
て

一
つ
の

活
動
力
に
な
り
ま
し
た
。
何
か

ボ
ク
で
お
役
に
た
つ
こ
と
が
あ

れ
ば
協
力
さ
せ
て
い
た

だ
き
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

は
ま
た
、
寺
下
昇
平

（
ス
ペ
イ
ン
）

ロ
ス
ペ
イ
ン
の
張
り
ぼ
て
の
人

形
つ
て
見
て
み
た
い
気
が
し
ま

す
。
寺
下
さ
ん
は
昔
の
作
品
だ

と
い
っ
て
、
真
っ
白
な
肌
の
少

女
の
球
体
関
節
人
形
の
写
真
を

送

つ
て
き

て
く
れ
ま

し
た
。

ア
ー
テ
イ
ス
ト

・
ド
ー
ル
と
は
、

地
域

と
の
関
連
で
な
く
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
個
人
に
よ
っ
て
存
在

す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ス

ペ
イ
ン
と
は
色
、
形
と

刺
激
さ

れ
る
も
の
が
豊
富
な
環
境
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
作
の
お

知
ら
せ
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（Ｏ
）

■
‥

・
二
年
ほ
ど
前
、
学
生
劇

団
の
現
役
だ

っ
た
頃
、
作

・
演

出
を
担
当
す
る
機
会
が
あ
っ
て
、

そ
の
時
に
作

っ
た
芝
居
の
タ
イ

ト
ル
が

「人
形
人
間
」
。
青
年
カ

ゲ
ロ
ウ
の
恋
し
た
少
女
ミ
ツ
ル

が
実
は
、
女
王
が
娘
エ
リ
コ
蘇

生
の
た
め
に
医
者
に
造
ら
せ
た

人
工
肉
体
で
あ
っ
た

・
‥

と
い

う
物
語
で
、
“
人
体
の
怪
奇
と

美
”
を
テ
ー

マ
に
、
ア
ン
グ
ラ

的
演
出
を
し
た
も
の
で
し
た
。

人
形
役
も
美
少
女
人
形
ミ
ツ
ル

の
他
に
、
兵
隊
人
形
、
踊
り
子

人
形
、
道
化
師
人
形
も
登
場
さ

せ
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
不
気

味
で
エ
ロ
チ
ッ
ク
で
グ
ロ
テ
ス

ク
で
し
か
も
美
し

く
迫
力
と
魅

力
と
品
の
あ
る
作
品
作
り
を
目

指
し
た
も
の
で
し
た
。
思
い
入

れ
の
あ
る
作
品
な
の
で
ま
た
何

ら
か

の
形
で
表
現
し
た
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
（後
略
）

福
田
省
吾

（京
都
市
）

□
長
い
お
手
紙
を
ど
う
も
あ
り

が
と
う
。
福
田
さ
ん
は
卒
論
の

一
部
で
人
形
を
と
り
あ
げ
る
そ

う
で
す
。
人
形
も

い
ず
れ
制
作

す
る
希
望
を
お
持
ち
と
か
。
個

性
溢
れ
る
若
き
ク
リ
エ
イ
タ
ー

の
出
現
を
Ｄ
Ｆ
Ｊ
は
大
歓
迎
し

ま
す
。
　
　

　

　

　

　

（Ｏ
）

★
訂
正
と
補
足

・
Ｄ
Ｆ
Ｊ
六
号

「教
室
案
内
」
で

藤
井
路
以
教
室
の
郵
便
番
号
が

違

っ
て
お
り
ま
し
た
。
正
し
く

は

一
七
三
で
す
。

・
Ｄ
Ｆ
Ｊ
六
号
カ
バ
ー
イ
ン
タ

ビ

ュ
ー

一
五
頁

「注
」
で
、
「
日

展
」
は
昭
和
三
二
年
に
社
団
法

人

（民
間
団
体
）

と
し
て
再
出

発
し
た
こ
と
、
「伝
統
工
芸
」
の

伝
統
工
芸
展
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
違
い
に
よ
り
日
展
か
ら
分
裂

し

た
こ
と
、
「朝
日
現
代
人
形

展
」
が
開
催
さ
れ
た
の
は
数
年

間

で
は
な
く
、
十
数
年
間

で

あ
っ
た
こ
と
を
、
補
足

し
訂
正

い
た
し
ま
す
。

DFJワークショップ
サーニット集中講習会

10/15,22,29 於ミワドール

LE丁丁ERS

手のひ らで

暖め柔 らか

くする。

焼成は家庭用

のオープンで

できる。支え

として何かと

役に立つのが

芯に使つた家

庭用アルミホ

イル

約 15分で焼き
上がり。すべす

べした表面を作

るのは老人より

やや難 しい。顔

のしわや歯を挿

入するのは意外

に簡単。
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TOPICS
木 曽駒 ドール ミュージアム 夏期オープ ン
8月 1日 ～ 31日

中西京子の和紙人形を中心に現代ドールアートの展示をする木曽

駒ドールミュージアムが、会場となる木曽駒新和スキー場のレス

トハウスを改装し、夏期の間オープンした。ログハウス風 の広々

とした会場の前半分を創作人形作家の中から革人形の黒沢正子、ビ

スクドールの三輪輝子、オブジェドールの高橋操、布貼り人形の小

林美枝子、今号で近況報告に登場した藤井路以の 5人 が一人平均
10体ほどを展示をした。中西京子は、奥半分の空間でジオラマの
江戸時代の芝居小屋や、出雲の阿国、一体ものでは狐忠信などの

代表作など弟子の作品を含み 30あまりの作品を展示した。 ドー
ルアートといえば、だいたいにおいて都市部で展示されるが、この

ように第一線 の

作家が緑豊かなり

ゾート地の会場で

ゆったりと鑑賞さ

れるのは、作家に

とっても作品にと

っても貴重な機会

であろう。残念な

の は 、 今 回 の

ミュージアムは試

● DFJよ りのお知らせ
DF」 のバックナンバー 1～ 3号は在庫がなくなり、これからも再版いたしま せん。 4号 もまも

なく在庫がなくなります。お早めにお申し込み下さい.

●投稿募集
LETTERS、  REV!EW・・・採用分にはリーセはがきセットを進呈。
lNFORMAT!ON ニュースがあったらお知らせください。
近 況 報 告  プロの作家の新作の発表の場です課 用分には規定稿料をお支払い いたします。

教 室 案 内  DFJ偶 数号に掲載いたします。写真は返却できません。

展 覧 会 案 内  随時受け付けます。早めにご連絡ください。写真は後からでも結 構です。

●次号原稿締切 1月 10日 必着
写真の返却が必要なときには、「返却希望」と明記してください。

● DFJ購読方法
ドール・ フォーラム・ ジャハン (D日 )は書店では販売されていません。販売は、 会員購読制
です。DFJは年に 4回 :2月 、5月 、8月 、11月 に発行されます。初年度会費は 5千円、継続会

費は 4千 5百円です。お申し込みは年会費を下記の方法でご送金ください。

●〉郵便振替 00120 8 717693「 ユーラシア・ドールズ」
(通信欄にDFJと 記入)

◆現金書留・または郵便小為替

●継続手続きはお早めに !

今号で会員期限の切れる方には郵便振替用紙を同封 しています。継続会員の年会費は45∞円で

す。翌号発行までにお申し込みのない場合は、無効となりますのでご注意ください。

●バックナンバー
4号 (表紙 吉田良一)、 5号 (後藤朝子)、 6号 (四谷シモン)

会員の方は 1部 1000円です。非会員の方 :1400円

ドール・ フォーラム・ ジヤバン第 7号 1995年 11月 24日 発行
編集発行  ドール・フォーラム・ ジャバン事務局
〒 189 東京都東村山市久米川町 3-27-57 8 0423-95-7547 FAX 0423-95-7975
編集責任者 小川千息子
印刷 株式会社 日出島
ドール・ フォーラム・ ジャハンはユーラシア・ ドールズのスポンサーシップに より運営され

ています。

次号は 2月 24日 発行予定
展覧会DM同封希望の方 (個展DMは会員のみ)は 2月 15日 必着
枚数はお問い合わせください

行段階であり期間を限定して の開館であつたことである。次期

開館も考慮中とのことだが、ドールアー トが大胆に冒険し、発

展いく場としての専門の常設美術館の出現が待たれる。(O)

せ 。ら～ る 移転オープ ン
東京 。新宿のPEPEで長く営業をしてきたせ。ら～るが、9
月 11日 に原宿の千駄ケ谷小学 校前のビルに新規オープンし
た。JR原宿駅から徒歩 10分かからぬ程度で、駅界隈の喧躁
から逃れた静かな通りにある。開店記念の展示は友永詔三の版

画展で、オープニングパーティには友永氏や関係者の他、人形

作家では滝康子の他、四谷シモンも顔を見せた。四谷シモンの

人形学校 エコール・ド・シモンは、新しいせ。ら～るから歩い

て 5分位であ
る。今後も人形

に積極的に 取

り組んでいく

構えのせ。ら～

るの新 しい展

開に期待 した

い。(0)

オープニングハーティで友永詔三氏 (左)と店長の金田慶南さん

編集後記     DFJ事 務局長 小川千恵子

11月 は展覧会ラッシュである。芸術の秋だからと人
形関係の展覧会も 10月 あたりから集中してきて取材を
する側としては混乱気味である。そのために、関係の方に

迷惑をかけてしま うことも少なくなく、猛省することし

きりである。どんなに自分がそそっかしいか、3ヶ 月越し

で気がついたことがある。実は、毎月同じ日に私が同じ場

所に出現することで、会員の人と話す チャンスをもとう

と考えた。CHOTCHAT(チ ョット・チャット)、 つまり
ちょっとチャッティング (おしゃべり)という日をもう
け、6号のインフォメーションで知らせたつもりになり、

私は毎月同じ日に同じ場所に通った。ところが、毎回誰

も来ない。どうせこんなもんさ、とあきらめて今号では

中止のお知らせを出そうと6号を取り出したら、チョッ

ト・チャットのことなどどこにも書いていないではない

か。そうだ、前回入稿ぎりぎりになって他の重要な情報が

飛び込み入れ替えたのだ。このことが判明した (思い出

した)のが、7号の入稿前日、つまり今日。サザエさんも

真っ青であろう。ところで宙に浮いたチョット・チャッ

トをどうするか。実は今号もスペースがなくてお知らせ

がのせられない。我ながらいいネーミングなのであきら

めたくないのだが、会員の方の ご希望があればすぐに開

催するので、是非お知らせしていただきたい。

今号では昔人形館の青山氏が新連載を始め、フランス

のオークションのエクスペールであるス トラウツィスキ

さんが寄稿をしてくれた。それぞれの国で人形作家を見

守る人がいる。ゲイルの いうニアダのパ トロンのような

存在を増やすためにも、DFJの 充実化を目指したい。頭
をかきつつ。ポリポリ。
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*本誌掲載に記事・写真の無断転載・複写を禁じます。
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ユーラシア・ ドールズの通信販売

等饒艤隧靱は新写真集

人形師

生」L▲
▼

文。構成 米倉 守

「与勇輝の肖像」
文・構成 米倉守 ¥3800(送 料別 )
A4変形判 カラー 110頁

*与勇輝氏のサインが入っています

]自廻‡磯蛉え、釧‡八 〕D)(0)]L〕LS
ユーラシア・ドールズ 189 東京都東村山市久米川町3-27-57

te1 0423-95-7547 fax 0423-95-7975
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与氏の代表作から「うたた寝」等の最新作まで、与氏の軌跡が集約されています
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